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第 ３ 日 

 

１．平成27年６月16日午前10時00分招集 

２．平成27年６月16日午前10時00分開議 

３．平成27年６月16日午後４時12分散会 

４．会議の区別 定例会 

５．会議の場所 和水町役場議場 

６．本日の応招議員は次のとおりである。（14名） 

  １番 生 山 敬 之     ２番 森   潤一郎     ３番 蒲 池 恭 一 

  ４番 豊 後   力     ５番 荒 木 政 士     ６番 松 村 慶 次 

  ７番 小 山   曉     ８番 髙 巢 泰      ９番 庄 山 忠 文 

  10番 池 田 龍之介     11番 杉 村 幸 敏     12番 笹 渕 賢 吾 

  13番 荒 木 拓 馬     14番 杉 本 和 彰 

７．本日の不応招議員は次のとおりである。（０名） 

８．本日の出席議員は応招議員と同じである。 

９．本日の欠席議員は不応招議員と同じである。 

10．職務のため出席した事務局職員は次のとおりである。 

  事 務 局 長   松 尾 裕 二      書 記   前 田 聡 子 

11．地方自治法第121条の規定により説明のため出席した者は次のとおりである。 

  町 長   福 原 秀 治      教 育 長   小 出 正 泰 

                         総 合 支 所 長 
  総 務 課 長   髙 木 洋一郎                有 富 孝 一                          兼農林振興課長 

  会 計 管 理 者   隈 部 久美子      まちづくり推進課長   池 本 文 雄 

  税務住民課長   山 下   仁      健康福祉課長   今 村 裕 司 

  商工観光課長   坂 本 政 明      建 設 課 長   池 田 宝 生 

  学校教育課長   吉 田   収      社会教育課長   豊 後 正 弘 

  学校統合推進室長   樋 口 哲 男      住 民 課 長   石 原 民 也 

  農業委員会事務局長   石 原 忠 邦      町立病院事務部長   堤   一 徳 

  特別養護老人ホーム施設長   坂 本 誠 司 

 

12．議事日程 

  日程第１ 一般質問 

        ８番 髙巢泰 議員 

        ９番 庄山忠文議員 

        10番 池田龍之介議員 

        11番 杉村幸敏議員 
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        ３番 蒲池恭一議員 

 

開議 午前10時00分 

○議長（杉本和彰君） 起立願います。おはようございます。 

御着席ください。 

これから本日の会議を開きます。 

昨日の豊後議員の一般質問に対し、答弁漏れがありました。執行部の答弁を許可します。 

 社会教育課長 豊後正弘君 

○社会教育課長（豊後正弘君） 昨日の豊後議員の一般質問の中でコーディネーターの人選のこ

とで答弁漏れがございましたので、お答えいたします。コーディネーターの方は各小学校１名ず

つおられまして、選任にあたっては和水町放課後子ども教室推進事業実施要項に定めております。

こども教室、放課後児童クラブ関係者、地域の団体、それから保護者などの良好な関係を保ち、

定期的な連絡調整を行うことが可能で、子どもたちの健全育成に情熱を持つ方を選任しておりま

す。現在、教職の経験者、それから保育士の経験者、それから行政経験者などコーディネーター

として頑張っておられます。それから、報酬につきましては、コーディネーターの方が１時間あ

たり800円、安全管理員と学習アドバイザーの方が１時間あたり700円支給しております。以上で

ございます。 

 

日程第１ 一般質問 

○議長（杉本和彰君） 日程第１、一般質問を行います。 

本日は、５人の議員に一般質問通告一覧表の順番によって、発言を許します。 

なお、質問、答弁については一問一答方式とし、質問及び答弁は項目ごとに行い、第一答弁に

ついては登壇して行うことといたします。質問者は、最初の１項目すべてを登壇して行い、再質

問は細分された事柄について一問一答で行います。第２項目からの質問は質問席から行います。

時間は、執行部答弁を含め60分以内といたします。 

最初に髙巢議員の発言を許します。 

 ８番 髙 君 

○８番（髙 君） 皆さんおはようございます。８番議員の髙巢でございます。 

ところで、今日大変雨が降りだしましたけれども、沖縄では既に梅雨明けが発表されておりま

す。しかし九州はこれからが梅雨本番でございます。豪雨による災害がないことを願っていると

ころでございます。 

それでは、通告に従いまして一般質問を行います。 

まず１点目は、医療体制の整備について伺います。公立玉名中央病院を中核とする玉名地域医

療体制づくり検討協議会が平成26年５月１日に発足しまして、発足いたしております。当初和水

町はオブザーバーとして参画し、平成26年12月３日第３回協議会において正式に参加されており

ますが、参加は時期尚早ではなかったかと思います。町長の考えをお伺いいたします。以下は質
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問者席より行います。答弁は簡潔にお願いいたします。 

○議長（杉本和彰君） 執行部の答弁を求めます。 

 町長 福原秀治君 

○町長（福原秀治君） 髙巢議員の御質問にお答えをさせていただきます。議員御指摘のとおり

玉名地域医療体制づくり検討協議会に平成26年12月から協議会員として参加をいたしております。

当協議会は公立玉名中央病院の耐震化の必要性に伴い、公立中央玉名病院及び玉名医療センター

を核といたしまして、玉名地域の包括医療体制づくりを目指すもので、方向性としては公立玉名

中央病院と医療センター、これは医師会が中心でございますけども、が経営統合し、地域災害の

拠点病院としての県北地域の拠点化を目指すものでございます。和水町立病院も玉名地域の自治

体病院として構想の中に組み込めないかどうかということで、協議会への議論参加の求めがあっ

たものでございます。公立玉名中央病院は御承知のとおり和水町民の皆さんも数多く、頻繁に御

利用なさっておりまして、他山の石として看過することはできないと考えたところでございます。

御指摘のとおり、26年の12月まではオブザーバー参加の形をとっておりました。そういう状況で

ございましたけれども、平成26年10月には当協議会から和水町、南関町、長洲町の住民に対する

無作為抽出アンケートが実施され、同時に診療科目の分担等の医療体制構想づくりが検討され始

めました。和水町、及び和水町立病院も協議内容を見守るだけの状態から、町としての方針、要

望、意見等も提示する必要があると判断いたし、発言機会を得るために正式参加をしたものでご

ざいます。協議会も和水町立病院の今後の方向として従来から複眼で検討いたしていることは十

分御承知をいただいて、いただいた上での参加の御要請であり、協議会参加が経営統合参加を必

須前提としているわけでもございません。またこれが即、直接結びつくものでもありません。今

後の協議、議論を経て方向性を決める必要がございます。当方といたしましては、現状の医療サ

ービスが低下することがあってはならない、それから、過度の初期投資負担、統合後の一般財源

持ち出しが大きな負担になるようなものであってはならない、そういうことを申し上げていると

ころでございます。申し上げましたように和水町立病院の方向性につきましては、地域拠点病院

として永続しなくてはならないし、財政負担が大きなものになってもならず、先々を慎重に見越

して方向性を決定しなくてはなりません。そういう意味で当協議会加入も、町立病院の方向性を

しっかりと探るためのものでもありまして、発言が、そのためには医療体制が固まる前に発言機

会が必要だと思い、また、発言が可能な時期に、ということで参加に至ったわけでございます。

議会からも代表の議員さんに御出席をいただくようになり、大変ありがたく思っております。今

後は議会常任委員会等にも御支援をいただき、多角的な検討を進めて参りたいと考えるところで

ございます。よろしくお願いを申し上げます。以降は自席にて答弁をさせていただきます。 

○議長（杉本和彰君）  

 ８番 君 

○８番（ 君） ただいま、町長の方から参加に至っての考え方をお示しいただきました

けれども、これは非常に我が町の医療行政を進めていく中で大変重要な問題ではなかろうかとい

うふうに思うわけでございます。もちろん玉名地域の中でどういう位置づけを町立病院を持って
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いくかということで、今後しっかりと考えていかにゃいかんということで今回質問を取り上げさ

せていただいたわけでございます。 

ところで、町長は第３回の検討協議会での正式参加の挨拶の中で、一歩遅れた感じがございま

すけれども、玉名地域の総合医療体制づくりということで検討協議会皆様の御承認を賜りました

云々というような御挨拶をされております。一歩遅れた感じがすると、感がございますけれども

ということは、どんなことを意味するのか、お伺いいたしたいと思います。 

○議長（杉本和彰君）  

 町長 福原秀治君 

○町長（福原秀治君） 冒頭申し上げましたように、それまで既に２回のですね協議会が行われ

ておりました。オブザーバーで参加をいたしておりましたけれども、その中で申し上げましたよ

うに、この場面は発言せにゃいかんなと、意見を申し上げないかんなという状況がございました

けれども、まあそういう意味で正式の参加をさせていただいたわけでございまして、そういう意

味での一歩遅れたのかなと、そういう意味でございます。 

○議長（杉本和彰君）  

 ８番 髙 君 

○８番（ 君） 今、お話を聞きますと、発言機会を失わないようにというふうに理解い

たしましたが、そのようなことでございますか。 

それではですね、この中には玉名２市４町ございますが、このコンセプトの中に、公立病院の

耐震化のことからここは動き出したというふうに理解するところですけれども、これは移転、新

築の方が適当であろうとういうようなことのようです。 

それから、地域医療体制づくりということで、中央病院と公立病院と、玉名地域医療センター

民間病院を統合するというような案でございますね。それから、三つ目が小児救急新生児在宅医

療における地域完結型の県北拠点病院を玉名地域全体で支える支援体制づくりとございます。玉

名地域全体で支える支援体制をつくるということであれば、２市４町ございますけれども、この

自治体の代表の方々が全部参画するのが筋じゃないかなというふうに私は考えました。そういっ

た、このとおり進みますならばですね、今の段階ではまだ同じ隣接市町の２町はまだ参加されて

おりませんね。長洲町、南関町、参加されておりません。なぜ参加されておらないのか、またそ

のへんについてちょっとお伺いしたいと思います。 

○議長（杉本和彰君）  

 町長 福原秀治君 

○町長（福原秀治君） 御指摘の長洲町、南関町の今のところの不参加ということでございます

けども、これは、差し障りがあるといけませんので、詳しいお話は差し控えさせていただきます

けども、現在まだまだこの協議会としてはですね、お話を継続中であるというふうに受け止めて

いただきたいと思います。それから、荒尾につきましてはですね、新聞等々でも御案内かと思い

ますけども、荒尾さんの問題も抱えておられますんでですね、まだまだ微妙なところにあろうか

というふうに思います。それから和水町がどうして早いといいますか、ちょっと遅れましたけれ
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ども参加をさせていただく必要があるかといいますと、どうしても自治体病院を抱えているとい

うことですね。南関、長洲はですね、連携を考えていかれればよろしい。それから私どもは連携

ももちろんそうですけども、もしですね、良い方向が見いだせるんであれば、この和水町立病院

も加わっていく必要がある可能性があるというようなことでですね、長洲さん、南関さんに一歩

先んじて協議会に加わらせていただいた、そういうことでございます。 

○議長（杉本和彰君）  

 ８番 君 

○８番（ 君） はい、わかりました。なんで、この質問をしたかと申しますとですね、

先般５月の22日の全員協議会の中で御説明をいただきました資料を見てみますと、この玉名公立

病院の各町村ごとの利用状況を見てみますとですね、和水町は外来で10％、全利用の10％ぐらい、

南関町は23％、長洲は20％、玉東は当然これはもう同じ組合に加入しておられまして一番多くて

まあ80％、しかし、玉東も相当数熊本市、医療圏は熊本市かなというような、町村ごとのを見て

みますとこう出ておりますですね。このへんの患者の利用状況からしますとですね、我が町より

２町ははるかに多い利用状況にある中ではですね、町長は遅れたと先ほど理由はちょっと申され

ましたが、遅れたと言われますけれども、このへんを見たところで判断すれば、私は遅れたには

当たらないというふうに思うわけでございます。そういったことで、そのへんはちょっと先ほど

御説明がございましたのでまたあとで議論もしたいと思いますが。 

次ですね、近隣２町、長洲、南関は依存度が我が町より非常に高いと、先ほど申し上げたとお

りでございます。とするならば、利用率が高い２町もですね参画されて当然だろうというふうに

思うわけです。そういった中で、長洲、南関の町長、議長さん方との情報交換なり、お互いの情

報交換でございますね、そういったことがあったかなかったか。いかがでしょうか。 

○議長（杉本和彰君）  

 町長 福原秀治君 

○町長（福原秀治君） はい、中身はつぶさに申し上げるのは、御勘弁いただきたいんですけど

も、再三再四、そのことはお話をお互いに申し上げておるところでございます。ですから、地理

的な条件もあった、それから、もう一つはですね、これは決定していることだから申し上げても

いいと思いますけれども、いわゆる定住自立圏の部分でですね、どうしても長洲、南関さんとい

うのはまた違ったブロックに施行しておられますので、そのへんとの兼ね合いが大きいのかなと。

ただし、定住自立圏も然ることながら、余計なこととお叱りを受けるかもわかりませんけれども、

我が町としましては、議員のおっしゃるように、できれば２市４町、少なくとも１市４町でまと

まってですね、この体制づくりができれば一番いいかなというふうに考えており、また協議会で

もそういう発言をさせていただいているところでございます。 

○議長（杉本和彰君）  

 ８番 君 

○８番（髙 君） はい、今おっしゃいましたように、わかりました。荒尾市はもう今独自

で整備を進めると、今日の新聞にもちょっと載っとったようですけれども、既に場所の選定が動
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いてるということ、ただなかなか大変な部分もあるような状況のようです。それから、他の２町

におかれては、やっぱり医療圏が違うという部分があるのかなというふうに私は判断したところ

ですけれども、しかし玉名地域で地域完結型の病院ということであれば、今熊本が、大きな重篤

な病気をした場合はやっぱり熊本の済生会とか、市民、この国立病院とか、日赤とかそういった

ところに救急搬送されると、いうのが実態ですよね。それが、この玉名の地でできる。2.5次ら

しいですけど、３になるとさらに高度なやつということですが。できるということであれば、や

っぱり自治体がしっかり手を取り合わんとなかなか難しいかなと。しかし、これを見てみますと、

なんか大変失礼ですけれども、玉名市の公立病院のちょっというわけにはいかんですが、なんか

非常にニュアンスが強い印象を受けます。我が町の病院のことは、果たして今おっしゃいました

けれども、小さいながらも我が町は健康管理センターから住民の健康管理から病気した場合の医

療まで、さらには介護まで、一貫したこの医療介護システムができ上ってる。わずか１万1,000

人そこそこの人口でこれまで整備されたところは、私は県下でもそういくつもはないと思います。

玉名郡でも我が町が一番だと私は自負しております。これはそういうことを考えますとですね、

ちょっとうーん、というような感じもするもんですから、どうかなというふうに思ったところで

ございます。 

次に、質問を変えますけれども、町長、協議会参加にあたりましてですね、参加については事

前に何も議会にも説明は、お話もなかったと。これは杉村議員から指摘をされて経過を報告され

たというようなことですね。町民の医療サービスを提供する町立病院を持っている我が町として

はですね、これは非常に重要な案件であると私は考えております。今回の町長の対応はですね、

これは大変議会を軽視したものではないかというふうに思いますが、町長いかがですか。 

○議長（杉本和彰君）  

 町長 福原秀治君 

○町長（福原秀治君） その点につきましてはですね、お詫びを申し上げなくちゃいけません。

先般の全員協議会でですね、も申し上げましたけれども、これはもう嘘偽りのないところ、自分

ではてっきり申し上げたと思ってですね、おりましてですね、全員協議会でも申し上げましたけ

ども、その時、私があとの予定で飛び出して行ったもんですから、自分で申し上げたつもりが、

そうじゃなかったということでございましたんで、これはもう大変申し訳ございません。今後は

議員さんも入っていただくことでございますんで、また常任委員会のお力等々をお借りしまして

ですね、かかることのないように十分検討のお手伝いをいただくようにいたしますので、お許し

いただきたいと思います。 

○議長（杉本和彰君）  

 ８番 髙 君 

○８番（髙 君） はい、わかりました。やはり、非常にこれは大きな、非常に重要な、町

民の健康を預かる大事な話でございますので、やはり我々議会にもですね、逐一御説明なりして

いただきたいというのが偽らざる私の気持ちでございます。これは皆さん、議員みんなそうだろ

うと思います。やっぱり場合によっては執行部、議会一丸となってですね取り組まなければなら
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ない大きな案件だと思いますんで、これからが大変と思いますが、一つよろしくお願いをしたい

と思うところでございます。 

じゃあ最後に、町民の健康、先ほどちょっと重複しますが、健康管理から予防、そして病気の

治療、中後のケア、介護まで一貫したサービス体制が整備され、我が町は安心安全が確保されて

おります。しかし、地理的制約からですね、やっぱり特に三加和地区の方々は非常にこの山鹿に

近い関係で、そちらのほうがですね、圧倒的に利用が多いというような事情もあるわけです。町

外の病院に大きく依存している部分があるというふうに思います。今後、少子高齢化がですね、

進みまして、人口の減少も当然あっております。さらには高齢者が増加していると、高齢化率は

もう既に40％近くにまで迫っとると。さらにといったことの中でですね、今後の医療福祉サービ

スの医療福祉のサービスを提供することをどう構築するかということを考えますとですね、まず

は町立病院の現状をしっかりと分析してですね、これは専門の医療関係、専門のですね、経営コ

ンサルタントにでも依頼して現状分析、そしてまた、医療従事者の意向あたりも十分聞きながら

ですね、そして町民の考え、やっぱり区長会なり住民代表の検討委員会をつくるなり、議会なり、

そういったところの町民のニーズをですね、しっかりつかんで、そして将来予測をしっかり立て

てですね、そして、和水町としての医療サービスのあり方をまとめたうえでですね、協議会に望

むべきではないかいうふうに私は思うわけでございます。そういったことで、今町長もおっしゃ

いましたように、病院には多額の経費が必要となるわけです。負担金も出さないかんでしょ。さ

らには町立病院、昭和23年に開設されて既に今年で67年になっております。これは玉名郡市では

一番早いわけですね。これは、病院としてはそうですけれども、診療所は、歴史を紐解いてみま

したところ昭和14年頃から診療所は各校区、今の校区単位にできてるようでございます。それで、

病院という形になったのが23年ということでございます。そういったことでですね、やはり今申

し上げたことをしっかりと整理をして、そして町長はですね、この協議会に望まれた方がより我

が町のことをしっかりとアピール、情報発信ができますし、我が町が損するようなことがあっち

ゃいかんと思います。やっぱり小さい病院ですから、やはりこの大きなやつに飲み込まれてしま

うと、いうような心配も私はするわけです。そういったことのないように。負担金は出したはあ

まりメリットがなかったじゃですね、町民に申し訳ない。そういうことにならないようにするた

めにはですね、今私が申し上げたことをしっかりとですね、やって、そして臨むということが一

番大事じゃないかというふうに私は思いますので、まずはですね、今申し上げたことをやるため

には一旦この協議会を、今入っておられますけれども、これを白紙に戻されましてですね、そし

て今申し上げたことを早急に検討されるなり、協議会をつくるなり、いろいろ町民の意見を聞く

なり、されて、まとめられてはどうかと思いますが、町長いかがでしょうか。 

○議長（杉本和彰君）  

 町長 福原秀治君 

○町長（福原秀治君） はい、髙巢議員の前段の部分はですね、おっしゃるとおりでございます。

加えて申し上げますならば、病院の存続については、今やっぱり医師の確保がですね、一番大事

なところでございまして、この協議会の中で申し上げれば、幸いなことに玉名中央病院が医師の
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研修センターといいますか、研修病院に指定を受けてますんでですね、そのへんはいわゆる玉名

地域としてのメリットはあるのかなというふうにプラスして考えておるところでございます。 

一旦白紙ということでございますけれども、協議会の皆さんとの兼ね合いもございます。ただ

おっしゃってる意味としてはですね、理解できるところでございます。これは別途また常任委員

会あるいは協議会等のですね、お打ち合わせ事項ということにさせていただければありがたいと

思いますけども。 

○議長（杉本和彰君）  

 ８番 君 

○８番（ 君） はい、町長は今そのへんについては、常任委員会なり、検討委員会なり

相談しながらということでございますので、一つよく相談していただきましてですね、町長の町

民の医療をどうするかということが、一番のテーマでございますので、しっかりとそのへんを目

標を据えてですね、かかっていかにゃいかんというふうに思います。統合となりますとですね、

やはりそこに働く医療従事者の方々のことも心配です。埋没してしまうような感じになりゃせん

かなというふうに思います。そういったことが決してないようにせにゃいかんし、そのためには

今のうちにしっかりと我が町は我が町の考え方をしっかり固めておくと、そしてそれを十分発信

していくと、いうことがですね、大事ですので。しかしそれは、やはり基礎的なデータがないと

なかなか発言もできませんから。私はそこを特にお願いをしてるということでございます。一つ

このへんはよろしくお願いをいたします。 

○議長（杉本和彰君）  

 町長 福原秀治君 

○町長（福原秀治君） 御助言として受け止めて、受け止めさせていただきます。ありがとうご

ざいます。ただしの部分でございますけども、これは協議会の皆さんのお心持ちを御披露するた

めに申し上げさせていただきたいと思いますけども、今、髙巢議員がおっしゃった、いわゆるこ

の和水町のこれまでの医療体制等々についてはですね、大きな評価をいただいておりまして、同

じ玉名地域の中でも、一部山鹿とそれから福岡の方に挟まれた偏った地域であると、いうことで

現状のところ、決定しているわけでもなんでもありませんけども、診療科目は増やしましょうと

常駐も増やしましょう。それから、今持っている包括支援でございますとか、健診センター機能

でございますとか、そのへんも、救急体制、このへんも全て機能としては保持していきましょう

と、いうようなふうに、協議会としてもですね、非常に慮ってはいただいております。そのへん

は参加をいたしておりまして非常にありがたいというふうに考えておるところでございます。ま

たそれは、常任委員会等々を通じまして詳しく御説明を申し上げたいというふうに思います。 

○議長（杉本和彰君）  

 ８番 君 

○８番（ 君） はい、わかりました。町立病院におきましてはですね、先ほども申しま

したように我が町は早くからやっぱり先人の方々の並々ならぬ努力で今日の医療体制、医療のサ

ービスができているんだというふうに思います。これは、和水町の誇りじゃないかと思うわけで
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す。しかし、改革もしていかにゃいかんのはこれ事実でございます。一番の悩みはやはりこの医

師をどう確保するかということがございますけれども、これはどの自治体病院も抱えている問題

だし、何とかしてそのへんも院長先生もしっかり頑張っていただいておりますので、しっかりと

連携を取りながらですね、やっていただくと。一つより良き方向にいきますようにですね、その

へんを期待いたしまして、この質問を終わらせていただきます。 

次に、菊水区域学校統合事業計画について、質問をさせていただきます。学校統合に関する諸

問題につきまして、町長の考えをお伺いするところでございます。２月の、前町長が推進してこ

られました、失礼しました。菊水区域の学校統合事業の計画について、質問をいたします。学校

統合に関する諸問題についてでございますが、町長の考えを聞きたいということで、ただこれは

６月１日の日に全協の中でいろいろ説明がございました。そのへんについてお伺いをいたしたい

と思います。 

○議長（杉本和彰君）  

 町長 福原秀治君 

○町長（福原秀治君） 髙巢議員の２点目の御質問にお答えを申し上げます。今お話にございま

したように、６月１日の全協、それから、６月12日の全協で、今回の改修計画の案について御説

明を申し上げたところでございます。この前段といたしまして、この３月議会で私の御提案申し

上げました耐震改修という議案が事実上否認をされたということでございまして、ただ、時期的

に統合は非常に切迫している、それから複式の解消にいたしましても一刻も早くやってあげなく

ちゃいかんというふうなところで、今回の改正案と、変更案をですね、示させていただいたとこ

ろでございます。今回の提案の改修計画は小学校の統合、申し上げましたように、複式学級の解

消と、耐震対策を基本、中心に据えた計画でありまして、したがいまして３月議会で非常に議論

をいただきました。事業費というものを、抑えをさせていただいて、御提案を申し上げたもので

ございます。諸問題ということでございますので、また御指摘もあろうかと思いますけれども、

今現在、私が改修計画の、今回改修計画の課題として、抱いておりますことについてお答えを申

し上げたいと思います。これまで保護者、それから住民の皆様に御説明を申し上げてきました、

Ａ案Ｂ案に比べますと申し上げました事業費の削減とそれから施設整備の内容これは規模といい

ますか、程度といいますかね、修正をいたしております。そのへんを保護者、それから住民の皆

様にも説明をすることが必要と思っております。先ほど申し上げましたように、平成29年の４月

の開校を目指しておりまして、順序が逆になるかもしれませんが、補正予算の御理解、議会での

御理解、御承認をいただきましたならば、早急に事業内容を詳しく説明し、御理解をいただくと

ともに、また御意見、御要望をお伺いしまして、優先度合いを図りながら進めてまいりたい、整

備を進めてまいりたいと、そういうふうに説明を申し上げたいというふうに思っております。申

し上げましたように、小中学校のプールでございますとか、あるいは学校に直接は関係ありませ

んけども共同調理場の改築等々につきましても、今回は改築改修が入っておりません。したがい

まして、建築後の経過年数も経ております。共同調理場につきましては、衛生基準の問題もござ

います。今回改修をしなくても整備はいずれにしても必要ではなかろうか、恐らくそういうのが



 - 98 - 

御要望として、出てくるのではなかろうかというふうに考えておるところでございます。ただ、

この分については申し上げましたように、優先度合いとそれから財政とのバランスを図りながら

十分教育委員会とも十分検討いたしまして、進めてまいりたい、そういうふうに考えるところで

ございます。一旦これで答弁とさせていただきます。 

○議長（杉本和彰君）  

 ８番 君 

○８番（ 君） 前町長がですね、進めてこられました番城グラウンドの新築案、これは

現在も、まだ、動いてます。これは終わったというふうにはございませんですね。私はそういう

ふうに理解をいたしております。まず町長が中央小学校を改修して４校を統合するということで

あれば、前町長が推進してきた事業をまずぴしっと整理をして、特に財政的な面、既に10億

8,000万、今年の予算も含めてでございますけれども、多額の金が投入されてるということです。

このへんがもうそっちは諦めて、中央小学校につくるということであればですね、これは当然整

理をせにゃいかんだろうと思います。そうなりますと、この中で使ってきた合併特例債５億

6,300万円程になるようでございますけれども、このへんの繰上償還も発生すると、さらには、

校舎建設の設計費、これは１億3,000万程ありますが、これは全くの紙くずになってしまいます。

これこそまさに無駄遣いというふうになってしまうわけです。このへんの会計処理、事務的な処

理も経ずにですね、次の新たな事業に着手、展開していくと、いうのはですね、私はどうも納得

がいきません。やはり、まず今までのやつをきちっと整理をして、そして、次にかかっていくと

いうのが筋じゃないかなと。しかも、今回提案された５億7,000万につきましては、事前にＰＴ

Ａ関係者なり、学校関係者なり、住民説明会なり、議会も説明が、数字的な説明があったのは12

日の、１日目でございました。まさに住民無視、議会無視ではないかというふうに思います。や

はり、前回までは、まあ、遅くながらもですね、やっぱり住民説明会も議会前にバタバタとあっ

たというふうに私は思っておりますけども、曲がりなりにもそういうことをされてる。しかし今

回はそういったことも合併、この統合委員会も結論はＡ案、Ｂ案どちらかということになればＢ

案でしょうということで結論が出て、答申も出てると、それを踏まえて町長は動き出してそげん

何カ月もしないうちに今度は新たにまた５億7,000万を新たな提案をされると、二転三転変わっ

てくるということ、この辺には非常に一貫性が全くないというふうに思います。やはりそういっ

たことを思いますとですね、これは大丈夫かな、こがんとは。５億7,000万、21億円でも私はこ

れはどうかなというふうに心配をしておりますが、さらに５億7,000万、まあ町長の公約が５億

でしたので、限りなく５億に近づけるための数字合わせと言われても私はしかたがないんじゃな

いかなというふうに思うわけでございます。やはり、中央小学校の耐震改修を、はですね、今申

し上げたことを進めて、整理をぴしゃっとやって、住民にも説明会をして、そして住民の意向を

聞いて、それから取り掛かるべきじゃない、提案を、今回の補正もすべきじゃなかったかと思い

ますが、町長いかがですか。 

○議長（杉本和彰君）  

 町長 福原秀治君 
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○町長（福原秀治君） そのへんはおっしゃるとおりだと思います。冒頭、壇上でも申し上げま

したけども、順序が逆になるということについては大変申し訳ないというふうに思います。ただ、

しかしながら、非公式ではございますけれども、要するに議会と執行部が、いわゆる平たく言え

ば、承認できない案件をいくら説明してもらっても、なんといいますか、その都度平たく言えば

がっかりするだけだから、そのへんは議会の承認をいただいてからの説明の方がかえっていいん

じゃないかというような御意見もございました。まあそれはもう一部でございますんでね、それ

をあえて理由にはいたしませんけども、先般修正案というのを議決された時に、その修正案に賛

成した議員の数名はですね、いわゆる事業費についての反対ということでございましたもんです

から、そのへんを考慮いたしました。とにかく安全性を保ちながらまず統合しなくちゃいかんと

いうふうに考えるものでございます。ですから、当初21億というのはですね、当初のＡ案11億と

いうのは現在の校舎、この機能性それから等々をですね、考慮しながら機能性それから利便性を

高める改修計画でございました。それから、Ｂ案については、そのＡ案をさらに発展させまして、

見栄えの問題、それから、雰囲気の問題、このへんにも考慮して金額を上積みさせていただきま

した。それから、今回の提案についてはとにかく統合してスタートさせるということの案でござ

います。ですから、終始一貫しているのは安全についてはその３案とも十分配慮をさせていただ

いてるということでございます。ですから、根っこは同じだというふうに私はとらまえておると

ころでございます。どうか、御了解、御理解をいただきたいというふうに思うところでございま

す。 

○議長（杉本和彰君）  

 ８番 髙 巢 泰 君 

○８番（ 君） 時間がございませんから、次に進めさせていただきます。 

 町長は経費を節約して余剰が出た分でインフラ整備をしていくんだというのが公約に書かれて

ございます。５億7,000万円で事業を進めると、どれくらい節約になるのか、このへんについて

ですね、これは担当課長に、学校統合、樋口課長に数字的なことでございますので、お尋ねをし

たいと思います。どれぐらい節約になるかということ。お願いします。 

○議長（杉本和彰君）  

 学校統合室長 樋口哲男君 

○学校統合室長（樋口哲男君） 髙巢議員の御質問、どれくらい節約になるかということでござ

いますけど、先般の全協でも説明したとおり、今回の案というのは、先ほどありましたけど、プ

ールとか当然共同調理場の改修は、改築、そのへんは入っておりません。将来的にはそのへんの

整備というか、当然出てくる問題だと考えております。ですから、どれくらいというのは、すい

ません、金額は言えませんけど、総事業費ですね、いわゆる今回は５億いくらでございますけど

将来的にはそのへんの整備というか、が出てきますので、当然改修と改築で金額は当然違います

けど、以前のＢ案、Ａ案、それぞれの改修の程度というか、するならば当然それくらいの、仮設

校舎とかですね、そのへんはないんですけど、そのへんの整備の費用は発生してくると考えてお

ります。以上です。 
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○議長（杉本和彰君）  

 ８番 君 

○８番（ 君） 私の質問がちょっと悪かったかと思います。26年度、今ちょっと話があ

ちこちいきますが、26年度、番城グラウンドの整備として１億7,000万程が造成に利用しており

ます。さらに27年度、予算ですが、これが5,300万程、あわせまして、２億2,500万程この２年間

で使ってあります。これは全て一般会計から出てるわけですね。これを、一般会計じゃなくて、

合併特例債なり、過疎債で対応するならば、私は相当のですね、ここにいうなら一般会計でやっ

たがためにですね、大変な損失を生じておると、いうふうに私は思います。このへんはどれくら

いの損害というか、損失になっているか、課長、お伺いします。 

○議長（杉本和彰君）  

 学校統合室長 樋口哲男君 

○学校統合室長（樋口哲男君） どれくらい損害になっているかということで、そこまで、すい

ません、ただいまデータ的に調べておりませんけど、そのへんちょっと確認してですね、お知ら

せはしたいと思います。今度の計画でも当然基本的な国庫補助が基本になりますけど、合併特例

債が５年伸びて、32年までは活用できる状態。また、過疎債ですね、そのへんも現在は時限立法

で32年まではできる状態。また、学校施設整備事業債もございますけど、そのへんを今度の計画

では今後は活用する必要があると思いますけど、今の質問については、後ほどですね、ちょっと

確認してから御返答したいと思います。以上です。 

○議長（杉本和彰君）  

 ８番 君 

○８番（ 君） はい、了解いたしました。それではもうちょっと時間がございませんか

ら、次にいきます。 

プールは小学校、中学校いずれもですね、既存の施設を活用して対応するということでござい

ます。大変節約にはなるかと思います。しかし、中学校のプールはですね、できたのが昭和39年

ですから、オリンピックの年ですね。51年経過しております。これは、私が思いますに、合併当

時だったと思いますが、とにかく学校は統合するんだからもう我慢をしようということで事業を

一応取り下げたと、補助金がついてたと思いますが、これは確認はしておりませんけれども、一

応事業を取り下げてこられたという経緯があります。さらに今回またですね、子ども達に我慢を

してもらおうと、あまりにもかわいそうじゃないですか。我慢しなさい、我慢しなさい。やっぱ

り子ども達のことを考えるならですね、もう少しあたたかみのある行政対応が必要じゃないかと

いうふうに私は思います。このへんについて、町長いかがでしょうか。 

○議長（杉本和彰君）  

 町長 福原秀治君 

○町長（福原秀治君） 今回の提案いたしました事業費で、とにかく統合できる校舎を造らせて

いただく。先ほども申し上げましたように、あとは年次を経るとか、あるいは優先度合いを考え

ますとか、しながら整備を進めさせていただきたい、そういうふうに考えるわけでございます。
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このままほっとくということでは、決してございません。それから、先ほど、ちょっと１分だけ

お時間をいただきまして、いわゆる番城グラウンドのですね、グラウンド周辺の造成費というこ

とになりますけれども、再三再四申し上げてまいりましたけれども、あの用地につきましてはで

すね、また別途子ども達の教育のための、あるいは町民のための、施設として蘇らせていただき

ます。ですから、決して損失でもありませんし、捨てるということにもならんと、私の中では考

えております。 

○議長（杉本和彰君）  

 ８番 君 

○８番（ 君） はい、大変時間がなくて議論したいですけれどもございませんので、次

の機会に代用したいと思いますが、平成17年度に南小学校が３、４年生で複式学級が始まったと、

それから複式学級の解消という要請を受けてですね、学校統合、さらには小中一貫教育に関する

検討が開始されたというふうに理解をしております。その間、検討委員会なり特別委員会なり適

正化審議会なり、で多くの検討がなされですね、今日、この積み上げがなされて、今日に至って

いるというふうになるわけですね。大変な時間と労力がここにつぎ込んでおると言っても過言で

はないでしょう。町長がですね、反対をしておられないならばですね、既に今年の４月からはで

すね、新校舎で子ども達は楽しく学校で、学び舎で授業ができていたと思います。番城の地にで

すね、子ども達のにぎやかな声が、響き渡ったというふうに想像するところでございます。町長

はこのことを考えますとですね、子ども達には非常に申し訳ないし、保護者の皆さん方にも大変

申し訳ないと、いうようなことでございます。大変残念でたまりません。町長は複式学級を早期

に解消する、子ども達のためにと言われております。子ども達の未来のためにですね、一日も早

く学校を整備しようじゃございませんか。そのためには一つ町長、大英断を、町長自らくだされ

ましてですね、一つ以前の番城案を、番城計画案を超える、一つ案を出していただきたいとそう

しますと、私はもろ手をあげて賛成したいと思います。町長、いかがでございますか。 

○議長（杉本和彰君）  

 町長 福原秀治君 

○町長（福原秀治君） 超える案ということでございますけれども、今回の再三申し上げており

ますように、今回はとにかく統合を先にということでございます。またお知恵をお借りしながら

ですね、そのへんは検討をいたすと、いたすことはやぶさかではございません。どうか、統合、

それから複式学級の解消ということを進めるということでですね、ぜひぜひ、今度は逆に私の方

から御了解を賜りたい、そういうふうに思うところでございます。 

○議長（杉本和彰君）  

 ８番 君 

○８番（ 君） 一つ今私が申し上げましたことをしっかりと考えていただき、大御英断

をいただくならば、子ども達に大変なプレゼントになると。また、先々はですね、必ずや町長は

ですね、町民の皆さんからですね、喜ばれる仕事をされると、されたということでですね、感謝

されると思います。ぜひ、そのへんも含めてお考えをいただきたいと思います。 
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しかしながら、大変町長は昨日もこの厳しい状況、どうか信を問うたらどうかということでご

ざいます。私も３月議会の中で町長の考え方で進められるならば、一つこの場で自ら辞して町民

の信任を仰がれたらどうでしょうか、これも一つの方法じゃないですかと、いうふうに申し上げ

ました。今回また改めてこのへん申し上げますけれども、いかがでしょうか、町長。町長が思っ

ておることをやっていかれるということであるならばですね、やはり町民、自ら辞されて、一つ

町長、の自らの信任をですね、町民の信任を仰がれてはいかがでしょうか。そうすることによっ

てまた、ことは変わってくるというふうに思うわけでございます。全ては子ども達のためにとい

うことが、お互い、町長もそうおっしゃっておられますし、私どももみんなそうでございます。

一日も早くこのモヤモヤした状況を解消して、子ども達のために学び舎を整備するということが、

和水町の子ども達のためにも、そしてまた日本のためにもですね、なっていくんだというふうに

私は思います。以上で私の質問を終わらせていただきますが、最後に一言町長から。 

○議長（杉本和彰君）  

 町長 福原秀治君 

○町長（福原秀治君） その点につきましては、昨日来申し上げてるところでございますけれど

も、自ら辞して信を問うと、いうことであればですね、まあそのへんのところは議員の皆さんに

もお考えをいただきたいとそういうふうに考えておるところでございます。 

○議長（杉本和彰君） 以上で、髙巢議員の質問を終わります。 

しばらく休憩します。 

 

休憩 午前11時03分 

再開 午前11時15分 

 

○議長（杉本和彰君） 休憩前に引き続き会議を開きます。 

髙巢議員の一般質問に対し答弁漏れがありました。 

執行部の答弁を許可します。 

 総務課長 髙木洋一郎君 

○総務課長(髙木洋一郎君) 髙巢議員の一般質問に答弁漏れがございましたので、答弁をさせて

いただきます。造成費に係る一般財源についてのお話でございました。26年度の一般財源で１億

6,900万円ほどの支出をしております。今年度の27年度の予算では5,200万円程度、併せて２億

1,900万円程度ございますが、仮にこれを合併特例債を利用した場合、どうなるかというお話で

ございました。26年度１億6,900万円程度の事業費に対しまして、合併特例債95％が可能でござ

いますので、それで計算いたしますところ、１億6,000万そのうち70％が地方交付税として措置

をされます。その額が約１億1,200万円程度でございます。それから本年度予定しています5,200

万円を仮に合併特例債を活用した場合には、合併特例債同じく95％で計算をいたしますと、

5,960万円交付税として後年度において措置される７割を計算いたしますと、3,470万円程度でご

ざいますので、26、27で２億1,200万円程度の事業費に対して交付税措置をされる額が、約１億
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4,600万円程度が交付税として後年度に措置をされるということでございます。以上答弁させて

いただきます。 

○議長（杉本和彰君） 次に、庄山議員の発言を許します。 

 ９番 庄山忠文君 

○９番（庄山忠文君） おはようございます。一般質問の最終日ということで、午前中最後の質

問者の９番議員の庄山でございます。私は通告に従って、菊水地区の小中学校統合事業について

ということでお尋ねをしたいと思います。 

そういう中でですね、今までこの２日間一般質問の中でこの統合事業に質問された多々重複す

る点もあるかと思いますが、私は私なりに質問をさせていただきたいと思います。 

その中で第１番目に、今後の方針とこの一連の経過をどう思われるか町長にお尋ねしたい。２

番目に番城グラウンドの造成工事の今日までの費用と、今後の造成費これがどれくらいかかるも

のか、これは３月の議会でも、お尋ねをしたかと思いますが、再度お尋ねをしたいと思います。 

このことについては、私の前の髙巢議員の中でも今質問されましたが、私は私なりに質問をし

ていきたいと思います。どうぞよろしくお願いを申し上げます。以上でございます。 

○議長（杉本和彰君） 執行部の答弁を求めます。 

 町長 福原秀治君 

○町長（福原秀治君） 庄山議員からの御質問でございます。菊水地区小中学校統廃合事業につ

いて、１番として今後の方針と、この１年の経過をどう思われているか。２番目に番城グラウン

ドの造成工事の今日までの費用と今後の造成費はどれくらいかという御質問でございます。お答

えを申し上げます。 

まず１番の点でございますけれども、菊水地区小中学校統廃合事業に係るこの１年間の経過か

ら申し上げておきたいと思います。１年間の経過ということでございますけれども昨年25年の7

月から小中学校保護者説明会、ひまわり園保護者説明会、学校現場への説明会から始めさせてい

ただき、基本構想設計委託業務に関する議会提案、学校統合推進協議会への諮問、基本構想案の

提示、最後の保護者学校関係への説明会、それから町民説明会を経て基本設計実施設計委託料の

３月議会提案となりました。ここで事実上の否認ということを経まして今回の再提案となったの

は簡潔に申し上げれば、一連の流れであったかと思います。どう思っているのかということでご

ざいます。第１にいまだ事実上の着手に至っていないのは誠に無念で、誠に遺憾であると思うも

のでございます。統合推進委員の皆様にも随分とお骨折りをいただきました。また保護者、ＰＴ

Ａ、学校関係それから町民の皆様にも大変御心配をおかけをいたしておりますけれども、何より

子どもたちに複式学級を解消し一つの小学校に統合するという、約束を果たせていないことに心

を痛めております。何度も申し上げましたが、私の約束の入り口は、既存の校舎を改修して小学

校を統合し、複式学級の解消を目指しますということであります。学校行事等で子どもたちと顔

を合わせる度に本当にごめんねと、申し訳ない気持ちでいっぱいであります。第２には、今回提

案を御理解いただき何としても御承認をいただきたいということであります。確かに、工事費を

巡っては紆余曲折がありました。Ａ案、Ｂ案そして今回の補修案となりますけれども、昨日の一
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般質問にもお答えをいたしましたとおり、Ａ案の基本的な考え方は安全性を確保しながら、現在

の校舎をより機能的にかつ性能の向上を目指す事業計画であり、Ｂ案はそれに見栄えであります

とか情緒感をさらに加えた事業計画でありました。 

したがって、Ｂ案を提案し極力事業費の軽減を目指すというのには、そんな思いをもってのこ

とであり説明を申し上げてきたとおりでありますが、申し上げましたように３月定例議会におい

ては事実上の否認となったわけでございます。 

今回の提案は強化ガラスを加え安全性を保つと同時に空調設備等により、学習環境に気を配り

ながら統合のできる校舎改修を行い、今後は御意見をいただき優先順位を考慮しながら補完を進

めたいとするものであります。とにかく、複式学級を解消してあげなくてはならない、そういう

思いと言えばそういう思いでございます。１番につきましては。あとは自席にて答弁をさせてい

ただきます。 

それから２番目の番城グラウンドの造成工事の今日までの費用と今後の造成費はどれくらいか

ということでございます。少し的を外れるかもわかりませんけども、お尋ねの件については担当

課長より御説明を申し上げるといたしまして、番城グラウンドにつきましては庄山議員御指摘の

とおり、平成22年度から統合小中学校用地として、造成を開始してきたところでございます。現

在は、私の進めております既存校舎活用改修による、統合へと方向を転換いたしたところであり

まして、これまで造成工事を進めてまいりました、番城グラウンドにつきましては、昨日の松村

議員からの御質問でも御回答いたしましたが、お許しをいただければスポーツ施設の複合的なス

ポーツ施設に活用ができないかと考えているところでございます。いずれにいたしましても、広

く町民の皆様の御意見を伺いながら、総合的な運動公園化へと有効な活用がかなえばありがたい

と考えているところでございます。申し上げましたように、お尋ねの造成工事費等々につきまし

ては、担当課長より答弁をさせていただきます。 

○議長（杉本和彰君）  

 建設課長 池田宝生君 

○建設課長（池田宝生君） それでは２番目になりますけれども、造成の工事費についてですね、

造成の工事費と今後の計画について答弁したいというふうに思います。 

まず、現在の番城グラウンドの状況でございますけれども、26年度に西側ですね、通称第２グ

ラウンドでございますけれども、工事発生土によりまして当初計画のですね、造成高まで工事を

行ってきたところでございます。 

また調整池までの排水路の整備、それから体育館ちょうど向かい側のですね、駐車場の造成工

事が完了しているということでございます。その中で、これまでの工事費といたしましては、平

成26年度までが７億7,916万8,000円というふうになっております。また今後の造成ですけれども、

27年度の造成の内容は３月の予算の承認の折に、御説明をしておりますけど、造成いたしました

体育館前の駐車場の舗装の整備、それからグラウンドに降ります進入路の歩道の整備、それから

造成地内の安全施設等の整備を考えているというところでございます。これにつきましての27年

度の予算が5,221万4,000円ということで承認をいただいておりまして、順次整備の方に入ってい
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きたいというふうに思っております。 

それから、このあと残ります工事につきまして28年度以降になろうかというふうに思いますけ

れども、現段階での試算といたしまして3,230万円ほどを見込んでいるということでございます。

この5,200万、3,200万の合計の8,400万円等につきましては、昨年ですね、 ６月に今後の予算と

いうことで、御説明していた額ということになろうかと思います。 

内容としましては、安全施設等になりますけども、外周のフェンス等の整理をやっていきたい

というふうに思います。そういうことで、見込みですけれども28年度の完了までの工事費の総計

といたしまして、工事費といたしましては８億6,368万2,000円という額というふうになろうかと

思っております。以上でございます。 

○議長（杉本和彰君）  

 ９番 庄山忠文君 

○９番（庄山忠文君） 私は３月の定例会の中で町長にお尋ねをいたしました。どういうことで

今後この学校統合を進めるかということで、お尋ねをしたところでございます。定例会の中では、

21億の線で行きますと、はっきり申し上げられたと思っております。教育委員会これは教育委員

会の会長さんが21億の線で行くと、それは間違いありませんね。私はそう認識をしております。

そういう中でですね、町長は３カ月経ちました。そういう中で今度の５億7,000万円と額が一挙

に下がってきたわけでございます。その後のいろんな問題はあるかもしれません。しかしこのよ

うな方針転換、これはですね、町民にとって非常にわかりづらい私は金額ではなかろうかと、そ

れも説明一つ無しですね。ＰＴＡあたりにも説明されたかわかりませんが、私はＰＴＡの会員で

はございませんから、まあないというようなお話を聞いております。そういう中で、この数字を

さっきも何べんも答弁がございました。議会から先に承認を受けてやりますと。我々はですね、

町民から受けて初めて議員になっておるわけでございます。やっぱしその代表が、早めに結論を

出せと、私はそれは逆と思います。町民が意見を我々が聞きたい。先日にこのお話を聞いたその

中でまだそういうようなお話まで私たちはいっておりません。議会民主主義でございます。我々

町長もこれは町民からの選挙によっての代表者で、私たちもそういうこと、私たちは町民を無視

してこれをやるわけにはいかないと私は思っております。そういうことでですね、方針の転換、

これは非常に私たちは、私は、私たちというと議員みんなかなんかはわかりませんが、私は違和

感を覚えております。それから私が、町長も答弁の中で非常に高額な21億という線は高額な金額

だったと、できるだけ下げていきたい、というようなお話をされておりました。この５億7,000

万の数字は、ただ耐震だけの問題、今後の問題も、まあいろんな問題が続くと、私はこの学校統

合問題は、総額今後係るやつはまだわからんぞ、というようなことでは計画性が乏しいと私は思

っております。今後の問題として、プールがもう50年も経ってるぞと今お話がありました。それ

から小学校のプールですね、これは今この前私達が見に行ったときには、約プールの半分くらい

水が減っておりました。これは下に漏れているわけですよ。これもしないと。私はそういう予算

あたりは、つけんといかんとじゃないですか、私はそう思います。そういうこと、もろもろ計算

をすれば、それをやられて初めて21億何千万ですか、教育委員会のそれくらいはやってくれと、
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いうようなお話で執行部に提案があったと思います。それによって、お金をかけてこれを委託を

させて作らせたあがり、この計算が21億なんですよ。しかし私はこの21億に対しても、まだまだ

安全安心の面とか、環境の問題とかいろんな問題が、まだ頭の中では整理ができませんでした。 

だから修正をかけたんです。私は修正をやって、なぜこれを出したかといいますと、21億の中

身安全安心の確保はできない、財政の面これも21億の線で、番城グラウンドの事業とあまりそれ

なりに少しは高いけど、そのくらいはあまり変わらないような数字が出ておると、その二つ、そ

れから環境面これも中央小学校、中学校そして番城とその二つの案の中でですね、どっちの方が

本当にこの財政の面、環境の面、良いのか。そしてまだ耐用年数これをやった場合30年、新築の

場合は70年80年それから５番目には、無駄な金が入りますよと、私はそういうことを念頭に置い

てこれを出したつもりでございます。 

町長はさっき申し上げました、何人かの議員さんが私の意見とは違うような意見があったと、

それを取り上げてこの５億7,000万円を出したというようなお話がちょっと今あったかと思いま

す。私は、それに同調した２名の同調議員は私と一つも変わらない意見だったから出したわけで

すよ。ただ金額が高いからそういうことじゃございません。それは認識不足、私はそう思ってお

ります。そういうことを思ってですね、私は思っております。と町長はその私か修正動議を出し

た、その否決された、そのお考えは私が今述べたそれをどう考えていたのか、ちょっとその点お

尋ねをしたいと思います。 

○議長（杉本和彰君）  

 町長 福原秀治君 

○町長（福原秀治君） 承りました。ただし否認をいただいたということは事実でございますん

で、なんとか認めていただきたい。それから１歩でも２歩でも進めさせていただきたい。先ほど

申し上げましたように、一番待たせているのは子どもたちでありますから、そういう意味では前

へ進めたい。そういう思いで今回の提案をさせていただきました。 

ですからこれで先ほど来、申し上げておりますようにこれで終わりではありません。 

ただ中身は、なんといいましょうか、今までの経緯からしておのずとわかっておりますけど、

このへんも優先順位をつけながら、対応をさせていただきたいそういうことでございます。お話

の筋はよく理解はできました。 

○議長（杉本和彰君）  

 ９番 庄山忠文君 

○９番（庄山忠文君） 町長もこれで進めてお願いをしたいと、私もですね、約９年前から学校

統合、この事業に合併からずっと携わってきました。番城にやるということで、本当に予算、今

ここに書いておりました、安全安心の面、財政の面、環境の面、耐用年数の問題、それからそう

いうことを全体を考えて、執行部に対しても、相当いろんな問題を提起して協力もしてきたつも

りでございます。そういう中で議会も承認をしてきました。私はそういう中にこの８年間おりま

した。この番城の案は、私は最高と思っております。自分でも。統合、これは複式学級の解消も

やります。安全安心の面これもできます。財政の面、非常に高く上がったというようなイメージ
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が浮きました、最初は。しかしいろんな補助金、合併特例債、過疎債、これをフルに使ってです

ね、これはやってきとるわけですよ。それで約８億くらいの金で終わるわけですよ。終わったわ

けですよ。しかし今は、どれだけか物価も上がっておりますが、それでは収まらないかもしれま

せんが、それでも私は子ども達のやっぱし安全安心、それと環境の面、こういうものも勘案して

私は番城が最高の私は統合ではないかと今も思っております。町長とお話をするならば、これは

平行線でしかありませんが、私はそういう気持ちで、これまでずっとやっぱしやってきました。

ここの１年間もいろんな問題でやって来ました。何かしら私が、この修正動議あたりでも、いろ

んな批判も受けました。しかし子どものため、今後の町のためと思うならば、私はこれをやって

いきたいと、これに対して進めていっていただきたいというふうに思っております。 

何べんも、町長もお話があっております。私は改修案で行きますと、しかしですね、これまで

きて本当に今後の和水町の財政、それから子ども達のいろんな教育の場の設定とかを考えるなら

ば、本当に180度変えても私は執行部いいんじゃないかというふうに思っておりますが、町長は

絶対変えんということでございますので、今後私は私なりに平行線で行かざるを得んとかなとこ

こに立って思っているところでございますが、しかし、町長も少しは考えたっちゃいいんじゃな

いかなと思うところがありますが、その点全然もう私はこれ１本で行きますと、もう絶対間違い

ありませんと解釈してよございますか。 

○議長（杉本和彰君）  

 町長 福原秀治君 

○町長（福原秀治君） この方針でやらせていただきたい、そういうふうに思います。 

庄山議員のお話の筋はよく理解できます。最もだと思う部分もございます。 

ただ私の主張につきましても、悪いところばかりじゃないはずでございます。選挙で番城グラ

ウンドは、失礼しました。番城校舎は取りやめますと申し上げた場合に一つは金額の問題があっ

たかもしれません。しかし、その他にも総合的な町民の皆さんの判断の部分というのは、色濃く

あったはずでございます。そういう意味では先ほど来、お話が出ております環境の問題、それか

ら災害の問題、事故の問題、いろいろあると思います。このへんを総合的な御判断をいただいて

私はその時に信を問うたわけでございます。ですから、これは決して意固地になるということで

はなくて、むしろ総合的に判断して、この方針で進ませていただきたい。そういうふうに思うと

ころでございます。 

○議長（杉本和彰君）  

 ９番 庄山忠文君 

○９番（庄山忠文君） 町長の考えがわかりました。そういうことで５億7,000万今後ですね、

これを提案されると思います。教育委員会として、この線で納得をされているのか３月の定例会

では、21億円の線でやりますと、やってくださいと、何べんも今まで答弁をされたかと思います

が、再度その真意をはっきりと私は聞いておきたいというふうに思いますが、教育長よろしくお

願いします。 

○議長（杉本和彰君）  
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 教育長 小出正泰君 

○教育長（小出正泰君） 庄山議員の方から教育委員会はどうなのかというようなお話がござい

ました。これまでも答弁させていただきましたが、先月の27日に教育委員会をいたしまして、こ

の件をどういうふうに私たち捉えていくか、どういうふうにまとめていくかというようなことを

討議をさしていただきました。教育委員会といたしましては、これまでもいろんな検討させてい

ただく中で、やはり先のこれからの子ども達のためには是非１点は、複式学級の解消、是非お願

いしたいとそれがまず第一だと。それに伴いまして子どもたちを学習させる場としては、是非、

安全安心の校舎の確保をお願いしたいと、これがまず第１点でございます。 

しかし私たち、さらにこれからの時代を生きる子どもたちには単なる学習、知識の習得ばかり

ではなくて、お互いに学び合い、そしていろんな課題を克服する、そういうするためのいろんな

学習形態をできる校舎をお願いしたいということで、３月にも今まで出てきましたＢ案でありま

す案で是非お願いしたいという思いでございます。 

だから、今回町長の方でこの案、出されるのであれば是非そこに不可欠な例えばプールだとか、

それから給食センターだとか、それから具体的な設備等についても年次的な計画をもって、是非

お願いしたいということで、私たちは決めたところでございます。以上でございます。 

○議長（杉本和彰君）  

 ９番 庄山忠文君 

○９番（庄山忠文君） 教育委員会の方針等は一応わかりました。今、教育委員会それから町長

のお考えが、はっきりとこれは別れたのかなとアイエヌジーの部分ですね、現在として今年度の

今度の臨時議会の予算としては、これだけですよと。しかし後ではいろんな問題があります。問

題を提起せないかんと、そういうことで私は二つの意見がちょっとばかりズレているなというよ

うな感じがするわけでございます。 

そういう中でですね、じゃ今後プールの問題、それから給食棟の問題、いろんな問題がある、

そういう計画性あたりは、この今の提案の中でただこれだけの耐震だけの予算で行きますが、今

後の問題としてはどれぐらいの予算等を望んで、さっきもちょっと質問の中でありましたが、や

はり私は21億の線にもう近い数字が出るんじゃなかろうかと、私は思っております。だからそれ

まで掛るんであれば、あまり変わりはないんじゃないですか、町長、ただ今度の予算だけを、た

だ通してくれと、しかし後の予算あたりもきちんとした数字あたりもある程度出しての予算計上

せんと計画性という事は全然、これには当てはまらないんじゃないですか。あまりにも何という

んですか、簡単明瞭でそれはわかりやすいですよ、しかしやっぱし議会に出す以上は、納得する

ような提案をしていただかんと我々はですね、私は無理な提案じゃないかというふうに思うわけ

ですが、どうですか町長。 

○議長（杉本和彰君）  

 町長 福原秀治君 

○町長（福原秀治君） お答えをいたします。庄山議員のただ今の御発言の中に教育委員会との

微妙なズレというような御指摘がありましたけれども、そのへんは今回、統合の可能な校舎を整
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備させていただく、その後御意見を承りながら優先順位をつけて進めていくということでござい

ますので、基本的な方向としては、違ってはおらないというふうに思います。それから、また21

億というお話が出ましたけれども21億を認めてもらえれば、一番ありがたいです。しかし、私は

21億ということじゃなくて21億を上限として、事業費の低減に努めますというお話をしてまいり

ました。これも、私の申し上げてきました事実であります。今回の統合につきましても、上積み

は必ずあります。ありますけれども、その中でですね、枠というのはお示ししましたように、ど

こを削ってどこをどうだということで、わかっておりますので、そのへんはそれを超えることは

ないというふうに考えておるところでございます。とにかく何度も申しまして大変恐縮でありま

すけども、統合が進まないとどうにもならんというところでございますので、そのへんは御理解

をいただきたいそういうふうに思うところでございます。 

○議長（杉本和彰君）  

 ９番 庄山忠文君 

○９番（庄山忠文君） 議会にですね、要望書が上がっております。これは「是非、番城グラウ

ンドの建築をやってくれ」と町民からの御意見でございます。やはり町民は、そういう願いが議

会にやっぱし寄せてきてあるわけですね、だから私たちはですね、この町長がおっしゃる改修と

それと番城の線とこれもですね、このテーブルに上げてやらんといかんとじゃないかなと、絶対

あげんと町長はおっしゃられるが町民の意向あたりは、要望書あたりも上がってきているわけで

すね、これを無視するわけにはいかんとじゃないですか。ここは議会に上がってきていますから、

町長に上がってきているどうかわかりませんが、我々は、議会に上がってきている以上は、やっ

ぱしこの意見を尊重しながら、何でこうなのかと十二分にこの内容も私は読ませていただきまし

た。 

そういう意見もあるということで、議会にあがってきていますから、私はやっぱし一つの案と

してもやっぱしこれはやるべきじゃないかなと、私は番城に進めていただきたいと私は思ってお

りますが、町民も思っているわけですから、そういうことで今後ですね、私は町長のさっきも英

断をしてくれというようなお話でございましたが、私はさっき町長が申し上げられたように、私

も英断をするかもしれんと、議会もとおっしゃられたが議会はですね、町民の意見を述べていっ

ているわけですよ、議会人が悪いのか誰も悪くはないんですね、最良のやつを選択した方がいい

んじゃないですか、というような私は判断をしております。このままでは平行線ですよと、しか

しこの本当に番城でいいのか、菊水中央小学校に集める、それと中学校の耐震改修をやるとそれ

がいいのか、私はそれを本当にこれは１年前に町民として、選挙で勝ちましたというような、そ

れは町長はそうおっしゃられるがこの学校問題ばかりでの町長選ではないと思っとります。 

しかしそれは、面であったかもしれません。総務文教もあるでしょう、建設経済もあります。

厚生もあります、いろんな事業をこの町はやっておりますね、その中で私は町長選を選んだので

はなかろうかと判断をしておりますから、学校の問題だけでこれは町長選私は勝ちましたと、そ

れはちょっと言い過ぎではないかと私は思っております。これは私ですよ。だからですね、この

学校問題ははっきりと線をもうつけたがいいと私は思っております。だから町長私は今度さっき
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髙巢議員もおっしゃられたように、はっきりした線を出した方がいいと、しかし議員もとおっし

ゃられるが、我々は何も町民の意見を言っているだけで、町長がどうするのか、首長がどうする

か、これが今こう言っちゃいけませんが五分五分の線じゃなかろうかというふうに思っておりま

すから、これをはっきりするならばやっぱしそれはやるべきではないですか、そのことをお願い

します。 

○議長（杉本和彰君）  

 町長 福原秀治君 

○町長（福原秀治君） 再度お答えを申し上げます。決して選挙が学校問題だけでないことはむ

しろ私の方が申し上げたい、それは共通認識でございます。 

同じ思いでございます。しかしながらその部分で多くの人の気持ち、それから願いを抱いて上

がってまいりました以上、これを子どもたちがよっぽど不利益を被るのであれば別でありますけ

れども、私は私なりの進め方、これで進めさせていただければありがたいというふうに考えると

ころでございます。 

○議長（杉本和彰君）  

 ９番 庄山忠文君 

○９番（庄山忠文君） 町長とお話をしていると、どうも平行線でもう終わらざるを得んと、私

は時間の無駄遣いというふうに思っていますので、再度私は申し上げたいと思います。本当に町

長が、今後やっていくならば本当にやっぱし、この和水町の教育制度これを十二分に考えて、こ

れは英断をしていただきたいというふうに思っております。今度の予算に対しては、非常に私は

厳しい判断をしたいというふうに思っております。計画性のない判断、これは私はしません。ピ

シッとした計画性を持ってやっていただかないといかんというふうに思っておりますので、今後

いろんな問題もあるかもしれません、町長として本当にしっかり頑張っていただきたい、また私

たち私もしっかりとした形で、進めさせていただきたいというふうに思っております。いろんな

ことで言い過ぎた部分もあるかもしれませんが、私は私なりの御意見を申し上げて、議論を戦わ

せながらより良い学校を造りたいという気持ちでございます。町長も確かにそうと思います。だ

からそういうことで私の一般質問をこれで終わりたいと思います。 

○議長（杉本和彰君） 以上で、庄山議員の質問を終わります。 

しばらく休憩します。 

 

休憩 午後０時03分 

再開 午後１時00分 

 

○議長（杉本和彰君） 休憩前に引き続き会議を開きます。 

次に、池田議員の発言を許します。 

 10番 池田龍之介君 

○10番（池田龍之介君) こんにちは。10番議員の池田であります。本定例会に私を含め12名の
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議員から一般質問通告がなされ、私を含め残り３名となりました。傍聴席並びにテレビ中継で傍

聴なされている皆様、本日もたくさんの町民の方々に足を運んでいただきありがとうございます。

議員の一人として重ねて心から御礼を申し上げます。私事で非常に恐縮ですけれども、この定例

会を含め定例会回数と言いますと、65回目であります。そして、またこの質問者席に立つ回数は、

はっきりは覚えてはおりませんけれども、60回目ぐらいではないかと私なりに思っております。

そして、今歯の治療をしておりますので、滑舌にお聞き苦しいところがあるかもわかりません。

まず、始めにお断りを申し上げておきます。梅雨に入り先日の熊本を含めた豪雨により、熊本県

内においては約30万人を超える県民の方々に避難勧告が出されました。和水町においては、目立

った被害はなかったと聞き、安堵いたしております。去る５月29日、鹿児島県屋久島町口永良部

島新岳の水蒸気爆発による噴火で全島民の方々が住み慣れた島を離れ、避難生活を送られており

ます。慣れない避難生活で大変な御苦労をなされておると思います。衷心よりお見舞いを申し上

げます。幸いにして一人の犠牲者も出さず、これまた安堵いたしました。皆様に心から一刻も早

く火山活動が沈静化し、住み慣れた島への帰島が一日でも早くかないますようお祈り申し上げま

す。また、一日遅れて５月30日には東京都小笠原諸島西方沖地震、地震の強さを表すマグニチュ

ードは気象庁の発表では、マグニチュード8.5であり、また47都道府県において地震の揺れを観

測したと、これは1885年観測以降では、2011年の東日本大震災、マグニチュード9.0に次ぐ２番

目の大きさであったとか聞いております。このようにいつ自然災害に見舞われるやもしれません。

我が町にはここ数年大した災害もなく過ごせておりますが、私個人的には一つ気がかりなことが

あります。それは、いつも頭の隅から離れませんが、それは何かと申しますと、確か阪神淡路大

震災後、文部科学省指導の下、全国的に展開をされた耐震度調査、それに伴う改修工事の実施、

我が町でも漏れることなく平成19年度に学校教育施設を耐震度調査がなされ、報告されてる数値

であります。その結果、菊水中央小学校の校舎３階部分、菊水中学校の自転車置き場付近が指摘

をされておりますが、いまだに改修が行われておらず、日頃、子どもは町の宝とまた子どもの安

心安全といっておきながら、今はただただ結果論として災害に見舞われておらないばかりであり、

いつ何時災害に見舞われ、大惨事が起きるやもしれません。万が一に大惨事に見舞われた時に誰

が責任をとるのでしょうか。いや誰に責任がとれるのでしょうか。誰一人として人の命の責任が

とれるはずがありません。 

また、先日の６月８日に和水町中央公民館大会議室において、平成27年度和水町防災会議に出

席をいたしました折、熊本地方気象台の方からの説明資料の中に熊本県に影響を及ぼす地震の断

層帯の見直しという参考資料に、活断層による地震という項目に過去に熊本県内に影響を及ぼし

た地震は、1889年７月熊本市の西で発生した熊本地震これはマグニチュード6.3などが知られて

います。今後、熊本県内に影響を及ぼす活断層には、雲仙活断層、別府万年山断層帯、布田川断

層帯、日奈久断層帯、緑川断層帯、人吉盆地南縁断層、出水断層帯があり、マグニチュード７か

ら８クラスの地震が想定されておると記載されておりました。熊本県内で今後30年以内に震度６

弱以上の強い揺れに見舞われる確率はやや高いとされるという表現をされてもおりました。さら

に、南海トラフによる地震、この地震では、最大マグニチュード９クラスの地震が想定をされて
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おり、熊本県内では、震度５弱から６弱程度の揺れ、日向灘の地震ではマグニチュード７クラス

の地震が想定され、熊本県内では最大震度が４から５弱程度の揺れが発生すると想定をされてお

ります。このような記述を目にしており、災害はいつ起こるかも予想することは、誰にも不可能

であり、明日かもしれず、１年後かもしれず、何10年後かもしれませんが、先ほど申しましたが、

惨事の責任は誰にもなんびとたりともとれません。福原町長には、一刻も早く不退転の決意、強

い信念のもとこのことに全身全霊を傾注してもらいたいと心から願うものであります。牽強付会

に惑うことなく福原町長は町民の方々の審判のもと菊水中央小学、菊水中学校の改修で良いです

よと、もう答えは出ている。と私は考えております。いまだにその予算さえもつかずじまい、今

定例会においても補正予算が採択されるかどうかは不透明なところであります。現段階では迷走

を続ける、学校統廃合整備事業といわざるを得ません。そこで、私はこの事業を抜きにしてでも

是が非でもこの指摘されている部分を含めた耐震工事は町長の政治生命にかけてもやり遂げても

らいたいと節に節にお願いを申し上げておきます。さて、前置きはこれくらいにして、会議規則

第61条第２項の規定により、通告しております１、学校学童保育について、二つ目、光ブロード

バンドについて、三つ目、空き家対策について、質問をさせていただきます。まず、第１点目の

学童保育についてでありますけれども、通称学童保育というのは、正式名と申しますか、法律名

は「放課後児童健全育成事業」といって、厚生労働省が所管の事業であるということは、御承知

のことと思います。学童保育は日中保護者の方々が家庭にいない小学生児童、つまり学童に対し

て授業終了後に適切な遊び場や生活の場を与え、児童の健全な育成を図ることを目的とし、保護

者の方々に代わり、児童の安全を守る場でもあります。学齢期の児童自立するため、成長支援、

健全育成を実践する場でもあろうかと考えるところであります。仕事と子育ての両立、国を挙げ

てこの課題に取り組んでいる中で、小１の壁と呼ばれる社会問題化しておる現状、保育所を利用

していた家庭にとっては子どもが卒園し、小学校に入学後も保護者の方々が安心して、就労、介

護、病気治療等を継続する上では、必要不可欠の制度ではなかろうかと考えるところであります。

かつては、仕事を持つ親が自主的に父母会等の任意団体をつくったり、自治体が条例で制度化し

て取り組んだり、学童保育のニーズの多様化する中で、民間の参入が盛んになっております。形

態は公設公営、公設民営、民設民営などがあります。2013年５月１日現在、総設置数は、２万

1,635カ所に昇っております。これは、全国学童保育連絡協議会の調査資料に載っておりました。

そのうち、公設公営施設が8,400カ所と全体の約40％を占めております。これに、社会福祉協議

会等の公共団体が運営するものを加えると、公設公営の学童保育施設は、約50％に昇るとも言わ

れております。そこでお伺いいたしますが、我が和水町での学童保育の実情はどのようになって

いるのか。わかれば菊水地区で施設数何カ所、学童数何名、三加和地区で施設数何カ所、学童数

何名と数値をお示しいただきたい。その数値もわかるならば、直近５カ年の数値をお示しいただ

きたいと思います。 

次に、学童保育を町としては、どのような計画のもとに本事業を取り組まれているのか、お伺

いをいたします。再質問からは、質問席よりいたしますので、よろしくお願いをいたします。 

なお、答弁は簡潔かつ明確にお願いをいたしておきます。 
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○議長（杉本和彰君） 執行部の答弁を求めます。 

 町長 福原秀治君 

○町長（福原秀治君） 池田議員の御質問にお答えをいたします。質問の内容は、学童保育につ

いて。一つ目、学童保育放課後児童健全育成事業、希望者数の実情はどのようになっているか伺

う。２番目に、学童保育の町の取り組みは、どのような計画で進められているのか伺う。まず、

２点について御答弁申し上げます。和水町の学童保育につきましては、今４保育園、全園で実施

されておりますけれども、御指摘の補助事業の放課後児童健全育成事業として実施されている保

育園は、菊水保育園のみで実施をされております。平成27年度本年ですね、30名の定員に対して

46名の申込みがございまして、16名は現状利用がかなわない状況となっております。この菊水保

育園を除く他の保育園は専用の部屋や保育士の人員確保、利用者が20名以下の場合は対象外とな

るなどの条件で補助基準に達していないため、保育園の単独事業として学童保育を実施していた

だいております。なお、現在補助対象外の保育園であっても、子育て制度が変更となったため放

課後児童健全育成事業についても補助事業となる条件が変更となっておるところでございます。

今年度中に何とか準備ができて、来年度から補助事業として実施できる保育園も出てくると思わ

れます。詳しくは担当課長より補足をさせていただきます。 

次に、２番目の学童保育の町の取り組みはどのような計画で進められているか伺うと、学童保

育の町の取り組みにつきましては、要望が高い菊水地域において現在放課後の児童を見守る体制

づくりを進めているところでございます。場所については、利用を希望される方が中央小学校の

児童さんが多いため、教育委員会や小学校とも話し合って、できれば中央小学校の空き教室等を

考えておるところでございますけれども、昨日、話が出ましたように社会福祉センターの一部分

を利用すると、こういうことも考えの中に入れているところでございます。また、児童を見守る

人員についても、保育士や教諭の資格を持った方や地域の皆様で御協力をいただきまして、児童

を見守る環境ができるように、検討、推進してまいります。 

なお、将来に向けては、より安全、安心な学童保育となることを目指し、補助金対象の事業と

なる学童保育とするために、実施団体を定め人員の確保や学童保育に関する研修や、危険防止に

関することなど、基準に達する事業となることを目標に進めてまいる予定でございます。これも

担当課長の方から補足をさせます。あとは自席にて御答弁申し上げます。 

○議長（杉本和彰君）  

 健康福祉課長 今村裕司君 

○健康福祉課長（今村裕司君） 池田議員の質問にお答えして、町長の補足をいたします。 

１件目の学童保育。放課後児童健全育成事業の状況ですけども、町長からありましたように現

在補助事業として運営してるのは、菊水保育園のみでございまして、現在利用人数が28名となっ

てます。他の三加和地区の３園の保育園では、対象外ということで今、春富保育園が25名利用さ

れております。それから、あおば及び神尾保育園で４名の方が利用されている状況でございます。

大変申し訳ないんですが、直近の５年間というのは調べてませんので、大変申し訳ございません。

それから、補助事業関係、放課後児童健全育成事業という事業なんですけど、現在の26年度まで
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は、定員が20名以上でないと補助事業として認められなかったですけれども、今回27年度以降は

１名、１人からもう定員１名からも補助事業として認められることになりましたので、春富保育

園、あおば保育園も申請等をしていただければ、あと補助事業、この放課後児童健全育成事業に

該当することになるとは思います。それから、今後の取り組みですけど、先ほども町長からあり

ましたように、いろんな方面等の協力いただける方にと思い今話し合いをしてるところでござい

まして、場所等が決まればなるべく早く進めていきたいと考えております。以上です。 

○議長（杉本和彰君）  

 10番 池田龍之介君 

○10番（池田龍之介君) 町長の答弁の中で、超過人員も言われましたよね、超過人員が16名と

いうことで、私が以前健康福祉課の方に尋ねたところ、菊水地区で17名と、中央校区で12名、南

東校区でそれぞれ１名、西校区で３名、合計の17名ということを聞いてるんですよ。何で１名今

希望を取り消されたのか、どうかかもしれませんけれども、私が考えるに取り込みが遅いと思う

んですよ。超過の方々、２カ月過ぎてるんですよ。今、それぞれ53名ですか、55名か、それぞれ

の園で、４園で46名ですか、46名ちゅうと何か、まあいいですけれども、それだけの方は学童保

育を受けられているわけですよね。なおかつ、国等からの補助金対象として優遇されておるわけ

ですよ。いわば。超過者の17名、16名にしろですよ、その方々は、何も町からも国からもされて

ないわけですよ。私がまずお伺いしたいのは、超過ができた場合に、どういう選び方で菊水だっ

たらですよね。ひまわり園、保育所に預ける児童を選んでいるのか。そこをちょっとお聞きいた

します。 

○議長（杉本和彰君）  

 健康福祉課長 今村裕司君 

○健康福祉課長（今村裕司君） 最初に超過人数の方ですけど、辞退された方がいらっしゃいま

すので、16名と言ってる状況でございます。今回、菊水の方のひまわり保育園の方に入所してい

る、入所というか、利用できてる方については、一応ひまわり園の方で取りまとめをいただいて、

条件等をどれくらい利用されるかというところですね。時々、じゃあ利用される中で、夏休みだ

けとか、冬休みだけ、土曜日曜だけというような条件等については、外れられてる方もいらっし

ゃると聞いております。 

実施する方法としては、児童の方が毎日、ほとんど毎日来ていただくような形の人を選定され

てるようでございます。私も選定の時おりませんでしたので、よくわかりませんけれども、その

へんが加味されて選定とされた方と外れられた方がいらっしゃるんじゃないかと思います。以上

です。 

○議長（杉本和彰君）  

 10番 池田龍之介君 

○10番（池田龍之介君) 今の答弁では、園の方にすべて任せてるというように私は解釈しまし

たけれども、町として、公設公営を造らない、民設民営に依頼をしているという状況。何でもう

ちょっと町が介入しないのか、あふれてる人の親御さんたちには非常に御苦労をかけているんじ
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ゃないかと思います。2010年、政府は子ども子育てビジョン、2010年１月策定されております。

それによりますと、学童保育の受け入れ児童数を2017年度末までに129万人に増加する、増やす

目標を立てています。これは、先ほどは入所者児童数までは言いませんでしたけれども、2013年

５月１日現在、88万8,753人全国でおるわけです。それを129万人まで増やそうとしているわけで

すよ。国は。そうなった場合に町としてはどのような増員が来た場合に、どのような対処をされ

ようと思っているんですか。私は、先ほどの課長の答弁を聞くと、町は介入したくないというよ

うな姿にしか見えないんですよ。いかがでしょうか。 

○議長（杉本和彰君）  

 町長 福原秀治君 

○町長（福原秀治君） 介入と申しますよりも、町の要望としてそのへんが要望が通るものであ

れば是非要望をしていきたいとそういうふうに思います。なお、学童保育今16名待機の児童がお

られますけれども、これにつきましても先ほど申しましたように、早く人の確保をいたしまして、

早急に進めてまいりたい。そういうふうに考えております。 

○議長（杉本和彰君）  

 10番 池田龍之介君 

○10番（池田龍之介君) そこで、町長御提案したいんですけれども、３月定例会の時にも私ま

ちづくりの方で申し上げました、町営の学習塾、それを造っていただいてその延長線上に、学童

保育という形を考えていただけないかなと思うわけです。そうすれば、今和水町には保育所が４

園ありますけれども、そこで対応できない児童、学童については学習塾の方で受入れができるん

じゃないかと思うわけです。先ほど、全国でどうのこうの言いましたけれども、小学校数とこの

児童数、一校に一学童がおるような値なんですよ。全国の小学校数が12万ちょっとだったと思い

ます。で、それを129万、それに近づけるようと政府は努力目標として、掲げているわけです。

やはり、国を挙げての課題である両立、子育てと仕事の両立を進める政策ですので、町としても

どうか、今後超過が出ないような形を早めに形成してもらいたいと提案と要望をいたしておきま

す。 

次に、第２番目の方に移らせていただきます。光ブロードバンドについてお尋ねをいたします。

昨年、10月に町内全域において光ブロードバンドの付設工事が終わっておると思います。この事

業については、町も私の記憶違いかもわかりませんけれども、３億を超える額を投じてこの事業

は整備されたと私は認識しておりますけれども、今この光ブロードバンドについて町が取り組ん

でいる、また将来どのようなことを取り組もうとしているのか、計画等がありましたら御披露お

願いいたします。 

○議長（杉本和彰君）  

 町長 福原秀治君 

○町長（福原秀治君） 池田議員の２番目の御質問にお答えをさせていただきます。お話のとお

り光ブロードバンド整備事業の計画から整備まで平成25年度26年度と２カ年に渡りまして、総事

業費が６億4,390万、内、交付金３億2,900万で行われ完成をいたしておるところでございます。
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フレッツ光この事業の利活用は、多数もちろん御案内と思いますけれども、多数ございます。代

表的なところを申し上げれば、都会並みの通信環境の整備で定住化を促進する。あるいは、町の

特産物の紹介をテレビでリアルタイムで商品紹介して、地域の発展あるいは産物の販売促進につ

なげる。あるいは、各家庭にインターネットを引き込み、テレビカメラによる医者と患者との血

圧測定等の診察が受けられる。医療診療の部分ですね。または、光ボックスを取り付けての安否

の確認等ができる。高齢化対策。公共機関から各世帯に光通信を利用してのテレビ放映もできま

す。といった利活用が代表的な例がございます。今、担当課の方でどういうメニューにするか、

ということで検討を重ねておるところでございますけれども、いかんせん町の負担、住民の負担

も係るところでございます。インターネット通信をする場合には、月に5,000円程度の町民の御

負担が発生いたします。また、プロバイダー契約が必要になりますので、その都度各業者によっ

て料金が違いますので、光ボックスを利用される方は、購入時に8,000円程度の御負担が発生い

たします。毎月の使用料金はかかりませんけれども、使用するアプリに関しては負担が発生する

場合もございます。このへんを十分に考慮をいたしまして、担当課の方で急ぎ決定をしたい、あ

るいは提案を申し上げたいというふうに考えるところでございます。あとは、自席に戻りまして、

御答弁申し上げます。 

○議長（杉本和彰君）  

 10番 池田龍之介君 

○10番（池田龍之介君) いろいろ、まだ計画、はっきりとした方針計画は出てないと思います。

私が今回ここで光ブロードバンドということを挙げたのはですね、独居宅の都会ではありがちで

すけれどもですね、孤独死、それの防止策としてこの光ブロードバンドを活用できないかと、私

は思うわけです。裕福な経済層のお子さん達が遠い都会に出ておられても、電気ポットＧＰＳ機

能付きの電気ポット、そういうことで起きればお茶を飲むと、「ああ、まだおるげんおやじとか

お袋は生きとったか」ということがわかるようなあれまであります。そして、昨年、議会で博多

の方にＮＴＴグループコレクション2014イノベーションセミナーというのに、福岡国際センター

まで行きました。その時にも、私はＮＴＴの職員の方に何とか孤独死をされないような、対策と

いうか自分は以前はタブレットを独居老人の方のお宅に配置して、「起きたら何さまこれば触っ

て」と、そして電源が入って役場の方に通知が来るようなシステム、そういうシステムはできる

のかというようなことをお尋ねしました。そうすると、それよりもお年寄りの方はテレビを見ら

れますと、だからテレビの前に光ボックスというのを備え付けた方がそれについては一番簡単じ

ゃないでしょうかというようなアドバイスまで受けました。それが、大体どれくらいかかるのか

ですね、担当の方も町内一円という面積、どうのこうの考えた場合に、はっきりした金額まで提

示はありませんでしたけれども、そのようなこともありますので、できればそのような方策を町

として真摯に今後考えていただきたいと要望をいたしておきます。 

もう時間もありませんので、次の３番目の空き家対策について、質問をさせていただきます。

空き家バンク登録制度を導入され、複数年が経過していると思いますが、現在の登録状況及び実

績はどのようになっているのかをお伺いいたします。 
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○議長（杉本和彰君）  

 町長 福原秀治君 

○町長（福原秀治君） 池田議員の３番目の御質問にお答えを申し上げます。和水町空き家バン

ク登録制度ということで、結論から申し上げますと、今空き家バンクの登録数は６件と言います

か、６棟ございます。27年度以降この登録の中から、売買が成立した物件が２件、それから、賃

貸が２件ございまして、計４件が賃貸あるいは売買が成立しまして、移住をしていただいており

ます。この一番の問題恐らく今現在は和水町で空き家が300件内外はあると思われます。その中

で、６件と登録がですね、ということで非常に分母にしては分子が小さいんですけれども、これ

にはいろいろ障害がございまして、やっぱり一番問題は、その財産の実権者との折衝がなかなか

できないという部分がたいへん重要な、なかなか登録が進まない部分になっておりまして、今般、

空き家の特別措置法によりまして、今後は固定資産税台帳の中からそのへんは情報を得て、利用

できるということになりますので、今後はいくばくかは進むものと思われますけれども、求める

人に対してどうしても物が少ないという状況が今の現状でございます。昨年度の実績としては、

４件ということでございます。ちなみに、借り手、購入も含めましての希望者は70名程度登録を

されておるというところでございます。必要部分につきましては、担当課長の方から御説明を申

し上げます。 

○議長（杉本和彰君）  

 10番 池田龍之介君 

○10番（池田龍之介君) 昨日、４番議員の方からも、同様な質問があっておりました。総務省

が2013年10月調査によると全国で820万戸、という数字が空き家ではないかと、言われておりま

す。そして、本年の２月の一部施行を受け、また５月26日に特措法が全面施行されました。それ

については、本日担当の者を説明会の方に赴かせるというような昨日の町長の答弁があっており

ます。この特措法というのは、結局、撤去、空き家の撤去、修繕、それを自治体が勧告若しくは

命令ができるように規定がなされております。そして、命令違反には50万円以下の過料を科すこ

とも許されております。固定資産税の優遇も2016年度から受けられないということになっており

ます。税額は最大で６倍の税額を科すこともできると規定もされております。そうした中で、全

然人の気配もしない、倒壊寸前の空き家が自分もそう詳しくもありませんけれども、知ってる限

りでも５、６棟はこの菊水町、旧菊水町だけでありますけれども、あります。私が住んでおる行

政区の馬場区にも何棟かあります。本当、県道沿いに。そういった建物をやはり防犯上のあれも

あるし、環境上のことも考えられるし、それを経済力に裕福がある人は、すぐ勧告を受けたら倒

壊どうのこうのの寸前の地権者だったら、取り壊されると思うんですよ。でも、今のこのような

経済状態の中でおいそれと、「じゃあ明日にも壊しますよ」と言われるようなことは、なかなか

ないんじゃないかなと。そこで、町長に一つまたこれも提案ですけれども、この空き家対策、そ

ういった防犯、火災予防の観点を考えますと、この空き家を取り壊すとか修理をしてこの登録バ

ンクに登録をするとかするようなことを図る上からもですね、基金の創設をお願いしたんですよ。

なぜかと言いますと、今金融機関もこの特措法が施行されてから、空き家対策融資に模索を始め
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てるんですよ、だから、できれば町としてもそういった対策というか、それに本当、この特措法、

施行がありますので、町としても本腰入れて、空き家対策に乗り出してほしいと私は考えるとこ

ろであります。この、いろいろな町の中に基金、どうのこうのが10いくつあります。その中で、

いろいろな条例等のあれもあるからおいそれとその基金を空き家対策の方に回すことはできない

かもわかりませんけれども、町としてこの空き家対策についての条例の制定を考えておられるか

今のところないのかそれをちょっとお聞かせお願いいたします。 

○議長（杉本和彰君）  

 町長 福原秀治君 

○町長（福原秀治君） 御存知のようにあとからまいります。条例については、今和水町で設置

をいたしておりませんので、これも昨日お答えを申し上げましたように、設置条例の制定も含め

まして、ただ今担当課の方でしっかり検討をいたしております。これ、非公式ですけれども、必

要なのかなとは思いますけれども。それから、基金の創設ということで、今ここでどうしますと

はなかなか申し上げられない状況でございますので、御提案としてしっかり承っておきたいと思

います。 

○議長（杉本和彰君）  

 10番 池田龍之介君 

○10番（池田龍之介君) 町長、是非、この基金を創設していただいて、倒壊する寸前のあるい

は撤去はともかくとして、できますならば、修理を施したら住める、住まわれる状態になる空き

家、それを早急にしてほしいんですよ、町も結局定住促進を進めている以上、町に呼んで住む家

がないということであれば、町に来てくれんですかとは、なかなか言えないところがあるわけで

すよ。そういった空き家対策で修理をして人が住めるような状態で、町とその持ち主との協議の

上でどうするかは、まだ私もどっちにせいとは言えないところがありますけれども、そういった

状態を早めにつくり上げてできるだけ和水町にはこれだけ住む家がありますよというようなこと

でアピールをしながら、定住促進の方も進めていくならばと私は考えますので、どうか本当基金

の創設を前向きにと言いますか、つくるというような決心をしてから、職員の方に御下命いただ

くように重ねてお願いを申し上げて私の一般質問を終わらせていただきます。 

○議長（杉本和彰君） 以上で池田議員の質問を終わります。 

しばらく休憩します。 

 

休憩 午後１時50分 

再開 午後２時05分 

 

○議長（杉本和彰君） 休憩前に引き続き会議を開きます。 

次に、杉村議員の発言を許します 

 11番 杉村幸敏君 

○11番（杉村幸敏君) 皆さん、こんにちは11番杉村です。この前、誰かおっしゃっておりまし
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たが、議席も11番、一般質問も私も11番でございます。それから、池田議員は歯が痛いというこ

とで、なんか言っとったようでございますが、私は言語障害が若干ありますが、池田議員より酷

かと思いますが、一つわからん時は、また町長何回でもお尋ねしてもらって結構ですので、そう

いう気持ちで今から６月定例会についての一般質問をしたいと思います。いつも私は、冒頭前置

きで言いますが、日本の経済は民主党政権の時の株価7,500円が安倍政権になり、今は２万円程

度になっております。それから、円についても75円が125円となり、景気の底上げが少しずつ感

じられるような気がいたします。また、梅雨の時期を迎え、最近の異常気象、大変大きな問題が

発生をしております。昨年の広島県における土砂災害、岐阜県の御嶽山の火山の噴火、屋久島の

口永良部火山の噴火と近年異常気象が続いております。災害に遭われました皆様に心からのお見

舞いを申し上げたいと思います。前置きはこのくらいにしまして、今回の質問は、福原町政にな

りまして、１年と３カ月を過ぎたかと思います。町長としての政治姿勢について、また２月から

３月から新しい予算も執行されますので、そこらへんについての町長としての公約がどれだけ反

映をしているか、そこらへんを重点的に質問したいと思いますのでよろしくお願いをしたいと思

います。 

２番目に、菊水区域小中学校施設改修について町長の公約５億円が21億円になり、また９億

8,000万という案も提示されました。そして今回には、５億7,000万円と二転三転の提案をどのよ

うに感じられますか本当に未来を見据えての計画なのかこの件につきましては町長は先の答弁で

七転八倒という言葉を使われました。えらい頭の良い言葉でみんなわかっとっとだろうと思いま

すが、聞いてみるとあんまわかっとらんということでインターネットで出しますと、もがき苦し

んでいるという表現が出てきました。そういうこともあります。それから３番目に教育委員会と

の整合性が違っておるようでございますが、これについての話し合いはできたのか、５億7,000

万円について設計会社の説明会を開催する考えはないか、特にこの件につきましては大きく金額

等が変わっておりますので、詳しく私たちは理解をして承認するならしなければいけないわけで

ございますので、ここらへんにつきましても設計会社の説明会等をお願いをしたいという気持ち

で質問いたします。あとは議席から質問いたしますので答弁は簡潔明瞭にお答えをいただければ

大変ありがたいと思います 

○議長（杉本和彰君） 執行部の答弁を求めます 

 町長 福原秀治君 

○町長（福原秀治君） 杉村議員の第１番目町長としての政治姿勢についてということで、１番

２番３番４番がございます。順次御答弁を申し上げたいというふうに思います。まず１番、町長

としての公約どれだけの成果があったのかということでございます。御案内のとおり昨年４月に

町長就任させていただき、１年２カ月となります。公約遂行状況となりますと実際的に非常に短

期間での統括となります。早口で急ぎ足になりますけれども、項目ごとに総括させていただきま

す。大見出しは省略をさせていただきます。農林産品ブランド化と販売推進、これは観光案内等

をバーチャルモールに取り込めない観光案内などとともにですねバーチャルモールに販売画面を

取り込めないかということで検討をいたしております。あと実践型地域雇用創造協議会によりま
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して、ブランドといますか特産品各種の開発などを手がけております。それからロマン館、緑彩

館の活性化これは重点道の駅活性化事業に主たる事業として盛り込みをいたしております。トッ

プセールス近隣自治体との提携による企業誘致の実現これは現在成果として出ておりますのは、

果実堂さんそれからロマン館前のビジネスホテルさん、今、折衝中は３件ほどございます。 

次に、インターチェンジをフル活用した地場産業育成と来訪者増加政策の推進これも重点道の

駅活性化構想の中に組み入れております。それから先ほど申しました、これはあくまでも仮定で

ございますが、スポーツ振興の設備これもインターチェンジの近くでございます。お許しを得な

がら進めさせていただきたいと思っております。それから、まちづくり推進課を新設した定住促

進策を強化と本年度まちづくり推進課を新しく設置いたしまして、地方創生事業等に当たってお

るところでございます。それから空き家の実態対応型の移住推進ということで現在は空き家バン

ク制度を中心に進めておりまして、４世帯の移住がかなっておるところでございます。農地対応

型については、グリーンツーリズム等々を交えながら、なおかつ追加して進めてまいりたいと思

います。それから、菊水三加和のアクセス道整備これは県へのお願い事項でございまして、本年

度は吉地江栗合併支援道路としての和仁菊水線の整備を、今年また着手をしていただいておると

ころでございます。整備をお急ぎいただきますように引き続きお願いを重ねてまいりたいと思っ

ております。それから、福岡商業圏一般道路整備の模索、これにつきましては、各種の期成会を

通じましてお願いを申し上げているところでございますけれども、まだ今のところは目鼻が開い

てないというところでございます。それから、分譲宅地の開発、これは実施しようという前提で

地質調査までボーリングを行いましたんですけれども、近隣との調整が必要でございまして、今

後の課題ということになってまいります。それから、給食費保育料の負担軽減、これは複数の子

育てをしておられる世帯を主として保育料の負担等の軽減については、担当課で今検討中でござ

います。それから三加和地区の幼保一元化の検討、これは認定こども園が制定されましたおかげ

もございます。今年導入をいたしましたので、来年あたりからは是非ちゃんとした運営ができる

ようにと願っておるところでございます。それから、冷暖房など学習環境の整備等ＩＴ導入など

教育ソフト事業の充実、冷暖房につきましては、今回改修案をお認めいただければ、実現できる

ものというふうに考えております。ＩＴ導入などは、順次取り組んでまいりたいというふうに考

えております。それから進学奨学金の拡充、これは新たなコンセプトを今考えておりまして、拡

充を検討しておるところでございます。それから、買い物支援、通院支援（コミュニティバスの

運行）につきましては御案内申し上げております公共交通小さな拠点事業この中で鋭意検討をし

ておるところでございます。町立図書館の開設、歴史資料館の開設と観光事業の一体推進、これ

は道の駅の再生事業の中に盛り込みまして今構想を練っている所でございます。それから、固定

資産税その他各種社会保険料の期間限定でも引き下げのできないかという資産等検討でございま

すけれども、これは大変申し訳ありません。具体的に手がついていない状況でございますけれど

も先般の介護保険料改訂では今まで県内各自治体との格差がございましたけれども並というとこ

ろに抑えて引き上げはいたしましたけれども抑えさせていただいたところでございます。それか

ら町長出席の車座集会の新設これは６回ほど開催をさせていただきました。それから町長室の常
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時開放これは当たり前のことでしてそのようにいたしております。それから町議会中継の配信の

推進、これはブロードバンド先ほどのですねブロードバンド事業構想で今検討をいたしておると

ころでございます。項目ごとには異常でございますけれども、短期間での実現となりますとなか

なか難しいところでございまして、これからしっかり着手した件それから着手ができていない分

につきましては、検討を急いでまいりたいと思います。申し遅れました着手ができていない部分

これは農林業の公社等施設の検討と推進、それから老朽化した高齢者介護施設への対応、これは

非常に大事なことなんですけどもこれからでございます。それから、連携姉妹都市の推進これも

これからでございます。それから行政諮問会議の新設これもまだ新設をできておりません。以上、

四つほどは申し訳ございません。手つかずでございます。 

以上、公約に関する状況を御報告させていただきましたけれども、１年を経て着手に至り推進

中の事項が多いところではございますけれども、今後実現に向けて精励をいたしてまいりたいと

そういうふうに思っているところでございます。それから１番の２になります菊水区域小中学校

施設改修について、町長の公約５億円が21億円、９億8,000万円、５億7,000万円と二転三転の提

案をどのように感じるか本当に未来を見据えての計画なのかということでございます。確かに工

事費をめぐっては紆余曲折がございました。Ａ案、Ｂ案そして今回の修正案とありますけれども、

昨日の一般質問にもお答えいたしましたとおり、Ａ案の基本的な考え方は安全性を確保しながら

現在の校舎をより機能的にかつ性能の向上を目指す事業計画でございまして、Ｂ案はそれに見栄

えや情緒感をさらに加えた事業計画でございました。したがって、Ｂ案を提案し極力事業費の低

減を目指すというのには、そんな思いをもってのことでございまして説明を申し上げてきたとこ

ろでございます。３月定例会においては本案については事実上の否認となりました。今回の提案

は強化ガラスを加え、安全性を保つと同時に空調設備等により学習環境に気を配りながら統合の

できる校舎改修を行い、今後は御意見をいただき優先順位を考慮しながら、補完を進めたいとす

るものでございます。とにかく、複式学級を解消してあげなくてはならないそういう思いでござ

います。小学校統合という入り口が定まれば学校敷地内の環境のみではなく申し上げております

番城グラウンド構想など学校教育を補完するような総合的な構想をスタートできます。どうかよ

ろしくお願いを申し上げます。それから１項目目の３番でございます。教育委員会との話し合い

はあったのか。先ほどの御説明の中で整合性が違っているのではないかというような御指摘もご

ざいました。教育委員会との話し合いはあったかということでございますけれども、教育委員会

の中に直接入りましての話し合いはいたしておりません。ただ、教育委員会が毎月教育委員会で

毎月行われております、定例会議が５月27日午後２時から開催されましたので、その時に教育委

員会の開会前に教育委員さん方に今回の提案の趣旨などについて説明をさせていただきました。

平成29年度の統合小学校の開校に向けて、改修の規模を小さくして取り込みを始めさせていただ

きたいという思いを述べたところでございます。教育委員会会議の中にも、菊水区域の学校統合

事業を課題として、統合推進室から今回の改修計画案の説明を行い協議をしていただいたところ

でございます。この協議内容につきましては、会議終了後に教育長から御報告をいただいており

ます。その御報告の内容は、先ほど教育長の御発言にあったとおりでございます。それから４番



 - 122 - 

目、５億7,000万について設計会社の説明会を開催する考えはないかと全協の資料でお示しをい

たしましたように、安全性の確保ということについてはＡ案、Ｂ案そして今回の案と一貫して安

全性を保つという改修をもくろんでおるところでございます。また今後は保護者の皆様、学校関

係等への説明を行うと同時に優先順位をつけながら御要望を伺ってまいる所存でございますので、

ことさらその必要はないのではないかというふうに考えておるところでございます。今回の案こ

れにＡ案にしろＢ案にしろ機能やそれから見栄えとか環境面ですね、そのへんのプラスというと

ころになりますので、安全ということについては、変わりはないものと受け止めておるところで

ございます。以上、口早に御答弁を申し上げましたけれども、以後は自席にて答弁をさせていた

だきます。 

○議長（杉本和彰君）  

 11番 杉村幸敏君 

○11番（杉村幸敏君) まず最初に町長の公約で答弁をしていただきました。大体聞いてみます

と、私は良ければ町長さんも２年目ですから、ある程度の予算をつけた公約の実現にしてもらい

たいと、そういう気持ちで質問をしたわけでございます。そういうことで若干その件について質

問をしますが、企業誘致ということで神尾小学校、これはいろいろ話しがありましたが、大変立

派な一等地でございますので立派な企業を誘致とした方が良いという話であったわけですね、そ

こでここで名前を出していいかわかりませんが、ルーテル学園、この話がありました。私達はも

ろ手を挙げてこれは賛成をすると、学園都市ができれば、本当にすばらしいことではないかとい

うことで、賛成をしたいというみんなの意向だったと思います。ここらへんの経過は最近見えま

せんので、これを一つ１点。それから、分譲宅地の開発、これはこの前から２回ぐらい私質問い

たしました。前原の消防署裏の宅地がありますので、ここには下水道そこらへんの関係で、苦慮

しているという答弁だったと思います。これは、なかなかそれだけじゃ進まないと、これは前原

の人たちの土地を買収してそういう宅地を増やして、一等地でございますので、是非これを実現

をしていただきたいと、こういうことに私は予算をつけてまいりたいという思いでございました。

これが、見えていない。この件について、質問をいたします。それから、福岡商業圏一般道整備

の模索、これは三加和の方のトンネルの隧道のこともあるかと思います。これは私たち議員８名

で東京の方に行って、アカデミー研修の前の日一日費やして、代議士の野田代議士、松村代議士、

馬場代議士、参議院です。それから、藤丸福岡の衆議院です。４名の方に陳情してきました。大

変、４名の方は好意的に受け取って頑張るというような決意を表明されまして、力強く思っとり

ます。是非、町長もですね、それに何か同行するような話とか、それから、議員も２名ぐらい連

れて行ってくれとかその後には町長は行かないと、何かちょっとそこらへんに整合性が欠けるよ

うな気がいたしますので、それにちょっと質問をしたいと思います。それから、給食費、保育料

負担軽減、これは大変保護者の方は待っていらっしゃいます。この公約が一番保護者の方は待っ

ていらっしゃいますので、保育料の負担軽減につきましては、保護者会から要望がありまして、

厚生常任委員会で採択しておりますので、これも予算を早くつけてもらって、これは町長の話一

つでできますので、できるものはやっぱり予算をつけてもらわないといけないと思っとります。
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それから、老朽化した高齢者介護施設、これは特別養護老人ホームと思いますが、この件につき

ましても、３月の議会で町長が就任されました時に一般質問でしました。そして、私が厚生常任

委員会の報告を町長は引用されまして答弁をいただきました。それは鮮明に覚えております。そ

ういうことでこれも会議をされたのかされないのか、町長が指示をされたのかされてないのか、

そこらへんをお尋ねしたい。まとめてまだあとがありますので、それから、コミュニティバスの

運行、これも前々から検討しますということで、町長になる前からこの話は、私たちも議員の研

修に行っとりますが、これは高齢者の方に一つ足の便がないということで、出ておりますので、

やっぱり急を要するのは、ある程度スピード感を持っていってもらわんと、いけないと思います。

それから、あと一つ大事なことは固定資産税その他各種社会保険料の期間限定引下げの試算と検

討、これは大変町民の方はもしやっぱり税金の負担というのは、大変頭が痛いところでございま

すので、そういうことで町長もそういう考えで公約にだされたと思いますので、財源については

いつも言いますように、合併時点で29億の財源は、今現在77億9,500万あります。いろいろ合併

して10年もしますと、合併特例債の件で補助金が減るというような話しもあると思いますが、相

当貯まっておりますのでやっぱり町民サービスに計上されますならば私は賛成したいと思います

ので、この件に質問した件について１番の件について答弁をお願いしたいと思います。 

○議長（杉本和彰君）  

 町長 福原秀治君 

○町長（福原秀治君） まず、１番目にお尋ねでございました、学校施設の誘致と言いますか、

進出という件でございますけれども、先方様の方もるる検討されました結果、もちょっと熟慮し

たいというようなことで今はそれを待っておると待機状態ということでございます。ただし、地

域との連携、包括協定契約このへんはそのへんから入りましょうということで進めておるところ

でございます。それから、２番目は宅造の、宅地造成ということでございますけれども、これは

御指摘のとおり早く進めたいところでございます。申し上げました個別には申し上げられません

けれども、近隣との調整もございます。そのへんは御理解を頂戴いたしたいというふうに、思う

ところでございます。いずれにしても、宅造が先か、下水道が先かということでございますので、

手が着く方から先に進めさせていただきたいそういうふうに考えております。それから、道路の

陳情ということでございます。これは、諸般の事情によりまして、今回は断念をする、遠慮をさ

せていただくということにいたしました。御了解をお願い申し上げたいと思います。ただし、個

別の先生方には、前、あと電話で失礼でございますけれども、御連絡を申し上げましてお詫び

方々お願いを申し上げたところでございました。それから、４番目保育料の軽減ということでご

ざいます。厚生常任委員会の答申といいますか、御提示を受けまして今鋭意、検討先ほどちょっ

と申しましたけれども、全体、これは議員もよく御存知かと思いますけれども、全体となると非

常に重たいと、財政上重たいということになります。したがいまして、複数の子どもさんがおら

れる家庭、このへんから先に手が付けられないかというようなことで今担当の方でしっかりとも

んでおるところでございます。ただ、急げという御指摘は十分理解できますので、急がなくちゃ

いかんというふうに思うところでございます。それから、特別養護老人ホームこれも御指摘のと
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おりでございます。担当の施設長には将来の見極めるための分析をしてくれというようなところ

でお願いはしておりますけれども、多忙でもございまして、そのへんはすぐというわけにはまい

りません。これまた、昨日でしたか、本日玉名の地域医療の面ともども、また厚生常任委員会さ

んのお力添えもいただきまして、検討を進めてまいりたい。また町民の皆さんの声も聞かなくち

ゃいけないということでございますので、お力添えをいただきたいと思います。それから、バス

の件でございます。バスの件につきましては、今公共交通の小さな拠点づくりということでコミ

ュニティバス、あるいは乗合タクシー等々を含めまして、実際のバス事業会社、それから、タク

シー会社等々にも委員として御参加いただいて、検討をしておるところでございます。なかなか

範囲も広うございます。和水町だけの問題じゃなくて、隣接する市や町との調整もしていかなく

ちゃいけないと思いますので、このへんについては、今後とも鋭意、推進をさせていただきたい

というふうに考えておるところでございます。固定資産税とそれから、社会保険料等の期限限定

ということでございます。このへんは私がやにある場合なかなか見えない部分がございました。

これは正直なところでございます。非常に難しい問題、交付金にかかわってくるような問題もあ

るようでございますので、このへんはまだちゃんとした検討ができておりませんけれども、検討

をさせていただきたいと思っております。いかんせん、慣れない中での１年間でございましたの

で、そんなことは言っちゃいけませんけれども、見習歯科みたいなもんでございましたもんです

から、２年目を迎えました本年からは既に先ほど申し上げましたように、本年度に入ってから着

工できた予算もつけていただいたという部分もたくさんございます。これらを、着実に進めてま

いりたいというふうに考えますので、どうか議員方のお力添えも併せてよろしくお願いを申し上

げておきます。以上でございます。 

○議長（杉本和彰君）  

 11番 杉村幸敏君 

○11番（杉村幸敏君) 町長さんの答弁においては、やにおられたから、それはまさしくそのと

おり税金等の引き下げ、保険料の引き下げこれは簡単にはできないわけで、国民健康保険、社会

保険そういったからみもありますので、それはできないことはあるかとは思います。そういうこ

とで町民の方は公約を見られて「ああ町長はこがん人なんだ、ああこれは町長には入れなんたい」

そういう人はだいぶおられたと思います。それから、公約ということで言いましたので、私は大

きな公約としましては学校問題、学校問題で最初議会の時５億円ぐらいではおさめたいとそうい

う答弁がありましたので、「それでいいかな」と思っておりました。それから、Ａ案、Ｂ案がで

た時に11億円と21億円がこれがでましたもんですから、「これはだいぶん町長は公約を破られた

な」という思いでございます。私たちは、私は全然最初から立ち位置が違っていましたので、町

長がそういうことで言われましたが、まだいまだに番城グラウンドは一番良いという気持ちでご

ざいましたので、その時は３月定例会では否決ということになったわけでございます。そこらへ

んはどうぞ私の気持ちはそういうことで否決になったということでございますんで、この21億円

ですか、これが５億7,000万円に今度なってこの５億7,000万というのは、給食棟を削る、それか

らプールを削る、いろいろ削ってあります。そういうことで５億7,000万円ならば、安くなるは
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ずでございますので、やっぱりここらへんはもう少し、はっきりせんとそして教育委員会は安心

安全ということでいきたいと、私たちも安心安全な学校が一番です。それと、場所の問題が論点

でございましたので、いろいろ今まで１年３カ月ですか、喧々囂々議論をしたわけでございます。

中央小学校においては、私は前からちょっとあそこは相当金がいるなという思いでございました。

それから、駐車場はない、正門がないということも言いました。それから、駐車場がないという

ことである議員からは向こうの富士タオルの会社から歩いてくるのは危険であるという話もござ

いました。昨日はまた１番議員から、私はちょっと本音を言いますとあそこはあまり好きじゃな

いという意見もでました。この議論については町長が私はあれで行きますと言われますので、も

うこれは議論は何回しても一緒ですので、しないつもりでございます。そういうことで私の気持

ちを公約がここが守れていないということだけを申し伝えたいと思います。それから、教育委員

会が５月の27日やっておるようでございますが、教育委員会さんの気持ちとしては、21億円とい

うことでございますので、これならば、安心安全な学校ができるかなと今度の場合は５億7,000

万ということで、ただ削っただけと、そしてつじつまを合わせたような感じがいたしますので、

このことについても町長の答弁は求めませんが、本当にそういうことで私の立場といたしまして

は、反対をしていかなければ仕方ないということでございます。明確にここで私の意思表示をし

ておきたいと思います。それから、２番目の議題に移りますが、項目に移りますが、３月定例会

での町長辞職勧告決議の受けとめ方、どのように思うか。町民に信を問うの一点に尽きると思う

が、どのような考えかをお伺いいたします。 

○議長（杉本和彰君） 執行部の答弁を求めます。 

 町長 福原秀治君 

○町長（福原秀治君） 杉村議員の２番目の質問にお答えを申し上げます。まず、私に対する辞

職勧告決議につきましては、議会初日及び、昨日も答弁いたしましたとおり、当該決議は私の本

意とするところではございません。当該決議案の事由について、個別には明らかではないところ

もございますので、明確な言及もできませんが、町政の混乱と公約のなし崩しという事由のよう

であります。菊水地区学校に関する私の最大の公約は番城地域の校舎新築を止めて、中央小学校

を改修して統合するというものでございました。もちろん、付随する工事費等がございますけれ

ども、工事費についてはより良い校舎にするために21億円を上限として、基本設計、実施設計に

よりできる限り低減していきますので、いかがでしょうかという提案をいたしたところでござい

ました。公約の違反ということであれば確かに金額的なものはございますけれども、これは良か

れと思って御提案を申し上げたところでございまして、21億円で別の場所に新築しますというの

であれば、公約のなし崩しのそしりも受けなくてはならないと思いますけれども、議会に対して

「どうでしょうか」と提案し、議会の総意として認められないという結論をだされたのでありま

して、それが、公約を破ったということになると大きな違和感を持つものでございます。議会の

チェックを受けて今回安全面を確保しながら、議会等が指摘される工事費を可能な限り、削減し

統合の可能な校舎に改修したいという提案を申し上げているところでございます。また、先ほど

申し上げましたように、他の公約につきましても、なし崩しにしているのではなくて、着手がや
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っとできたあるいはでき始めたところでございます。御理解のほどをどうかよろしくお願い申し

上げます。 

○議長（杉本和彰君）  

 11番 杉村幸敏君 

○11番（杉村幸敏君) ３月議会で町長辞職勧告決議案を７名の賛成によって可決をいたしまし

た。私は本来ならばこういう小さい町でこういう辞職勧告決議案をだすのはしょうがないことで

あります。本当に私の提案理由の説明で納得をされていないということでございますので、あえ

てここで私にその提案理由を申し述べさせていただきたいと思います。学校建設予算の計上にお

いて、当初５億円でやるというのが21億円になったり、９億8,000万をそういうことで、町民を

無視した公約だったと言わざるを得ない、２番目に中央小学校では、議員の中でも賛成が得られ

ているとは私は思いません。それから、いつも言いましたが、番城グラウンドに企業誘致の公約

がありました。これが企業誘致ができないということを町長はここでお詫びしますということを

はっきりおっしゃいました。番城グラウンドに企業を誘致したいということで、町民の方は理解

をしておられたと思います。それができないということでございます。それから、あばかん家に

おいても町長はあそこを福祉の町だから一般客に開放したいということもおっしゃられました。

このようなことを大きな公約で町民の方は、福原町長を支持されたと思います。ここに私の提案

した理由がございます。この公約を信じて町民の方は・・・されましたわけでございます。うそ

の公約と変わらんわけです。撤回されるということは、これも恐らく町長にはやにおったからそ

こまではわからんだったということもあろうかと思います。以上が提案理由でございます。決し

て私は、この辞職勧告決議案の提案がパフォーマンスとか共産党新聞に書いてありました。パフ

ォーマンスでこういう大事なことは書かれますか、もう少し真摯になってもらわないといけない。

私は強く抗議をいたします。この議会において。パフォーマンスとこういうことが福原町長にだ

したことは冗談でするということ、失礼なことはできない、これをあえて申し述べさせていただ

きたい。何でも私はやります、やりますじゃなくて、パフォーマンスじゃないです。これは改め

て強くここで議事録に載るように一つ抗議をしたいと思っております。以上です。町長、今の私

の提案の理由はそういうことですので、町長の答弁がありますか。 

○議長（杉本和彰君）  

 町長 福原秀治君 

○町長（福原秀治君） もろもろ御指摘の段、よくわかりました。それでもあえてそれを今後踏

み越えてやらせていただきたい、それが私のお願いでございます。それから、パフォーマンスと

いうことでございますけれども、そこは私はわからないところでございます。 

○議長（杉本和彰君）  

 11番 杉村幸敏君 

○11番（杉村幸敏君) 辞職勧告決議案をだしたわけでございますが、決して町長にいろいろな

個人的な感情とかそういうものがないということだけは、御了解をお願いをしたいと、やっぱり

まちづくりのためには私たちも自分たちの気持ちをここで堂々と議論をして、この町の子どもた
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ち、複式学級を解消するということは誰がいってもわかっていることで、10年前から取り入れ始

まってますので、そして私は安心安全な学校で、新しい学校で子どもたちが新しい環境でできる

ことにつきまして、議論をするわけですございますので、そういうことでおくみをいただいまし

て私の一般質問を終わらせていただきます。御静聴ありがとうございます。 

○議長（杉本和彰君） 以上で、杉村議員の質問を終わります。 

しばらく、休憩します。 

 

休憩 午後２時53分 

再開 午後３時06分 

 

○議長（杉本和彰君） 休憩前に引き続き会議を開きます。 

最後に蒲池議員の発言を許します。 

 ３番 蒲池恭一君 

○３番（蒲池恭一君） 皆さん改めましてこんにちは。３番議員の蒲池恭一です。６月定例会の

一般質問をさせていただきます。６月定例会一般質問の最後の質問者ということで、このように

多くの方々の傍聴者の中またいろんな主張ができるところで多分傍聴されている皆様方にですね、

これだけ議会に関心をいただいているということにですね、改めて感謝を申し上げます。ありが

とうございます。６月の声とともに例年より早く熊本県我が町も梅雨入りをしました。農繁期を

迎えている我が町にとって水不足の心配はないように思われますが、これまで十二分に水を含ん

だ土地がこれからの豪雨により土砂災害等が起こらないことを心より願うばかりであります。国

においては、安保法案、国を２分するような法案であり、慎重審議が必要であると考えておりま

す。また日本年金機構の情報流出という中にあり、先日昨日ですね、流出後初めての年金支給日

を迎えましたが、高齢者の皆様方の大事な生活の糧である年金、年金受給者の方々を守ることが

大事だと考えております。我が町においては、残念にも残念にも子ども達の学校が学校建設が政

争の場になってしまいました。その張本人のお一人が正しく町長席にお座りの福原町長自身だと

思っております。私自身平成23年３月に行われました議会議員選挙におきまして、町民の方々の

負託を受けさせていただき、この場に立たさせていただいております。その際町長選もあり番城

グラウンドに新築建築を訴えられて、当選された坂梨前町長でありますが、そういう新築を番城

グラウンドということで、訴えられた町長が坂梨町長が勝たれましたので、私を始め多くの議員

の賛成のもと、多くの議員の賛成のもとに番城グラウンドに用地買収造成工事が進み、設計委託

も進み今年度まで10億8,000万円の予算が、町民の皆様方の大事なお金を費やさせていただいた

わけであります。しかし、結果的に36億の約束が１割アップ、39億6,000万円になったことによ

り、約束が違うということで、学校建設が政争の場になり、結局議会の理解が得られないという

ことで入札を見送られました。そして昨年の３月の町長選において、学校建設が選挙の争点にな

り、既存の小学校を利活用し、大幅に大幅に削減し、町民福祉に使うと言われた福原町長が誕生

したわけでございます。そんな中で私３月の定例会で、辞職勧告決議案に提案者の賛成者として
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名前を連ね、そして辞職勧告決議案が議会で可決されたわけであります。 

そんな中に質問事項１としまして、進退についてということで質問させていただいております。

質問の内容は、和水町が和むため一刻も早く町長の職を辞するべきだと思うが、町長の見解を伺

いたいと思います。この後は、質問席にて質問させていただきます。どうぞよろしくお願いいた

します。 

○議長（杉本和彰君） 執行部の答弁を求めます。 

 町長 福原秀治君 

○町長（福原秀治君） 蒲池議員の御質問でございます。お答えを申し上げます。誠に申し訳あ

りませんけれども、私が事前に認知いたしております、通告内容では御質問の主旨特に和むため

というようなことで、よく理解できないところでございます。答弁のいたしようがございません

けれども、この時点では見解の相違としか申し上げられません。これについては異論もございま

しょうから、自席にて答弁を申し上げます。 

○議長（杉本和彰君）  

 ３番 蒲池恭一君 

○３番（蒲池恭一君） 私は、前回の一般質問の折にこういうことを述べておりましたのでしっ

かり町長は頭の良い町長でありますので、理解できたかなと思いました。すみませんでした、私

の方が主旨の内容が悪くてですね、ただ辞職勧告決議案がされたことに対しまして、多くの方々

から質問されております。今一度御答弁をお願いしたいと思います。 

○議長（杉本和彰君）  

 町長 福原秀治君 

○町長（福原秀治君） かいつまんで申し上げます。Ｂ案ということで、この３月定例会に学校

統合の改修案これを提示させていただきました。これに対して議会の総意といたしまして、事実

上の否認ということでございます。私の方はいかがでございましょうかと、いうことで御提案を

申し上げたつもりでありまして、それが駄目だよということであればそういうことでありまして、

それが混乱を引き起こしたことかなというふうに見解の相違があるということでございます。 

○議長（杉本和彰君）  

 ３番 蒲池恭一君 

○３番（蒲池恭一君） 見解、いかがであるかって言いながらですね、その場合ですねＣ案があ

ったりライト設計から安心安全のためにも住民説明会の中でうたわれたけれども、そういうこと

は議会に対しても説明がなかったじゃないですか。いろんなことを想定しながら、後から公約に

ついてですね、正していきたいと思いますけれども、そんな中でですね、町長の公約は、すべて

なし崩し破棄された目に余る失態続きで町民の信頼を完全に裏切る行為であり、とても今後の行

政を任せることはできない、よって辞職を勧告しますと書いています。先ほど、杉村議員の中に

も言われましたけれども、「民法なごみ」これは笹渕議員が書いているんですかね、生活相談は

町議の笹渕賢吾へて書いてありますけれども、多分本人が書いてるんですかね。先ほどもありま

したけれども、辞職勧告決議案はパフォーマンスでないでしょうかと、町長はパフォーマンスと
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思われておりますか。お伺いしたいと思います。 

○議長（杉本和彰君）  

 町長 福原秀治君 

○町長（福原秀治君） 真意のほどはわかりません。ただ、私といたしましてはパフォーマンス

とは受け止めてはおりませんけれども、そこはお答えのしようがございません。 

○議長（杉本和彰君）  

 ３番 蒲池恭一君 

○３番（蒲池恭一君） もちろんであります。議会で議決したことを、パフォーマンスとかいう

町長が多分言うわけはないと思っていますけれども、こういうことをですね。何戸配られたかわ

かりませんけれども、しっかり釈明のですね、文章を書いていただきたいと思います。それとで

すね、辞職勧告決議案が出されたことに関してですね、ある部分では、なし崩しの部分がわから

ないといういろんな形の答弁の中でもありましたし、されたことに関しては、謙虚に受け止める

と言われてますけれども、その違いをどのように説明されるのかお伺いしたいと思います。 

○議長（杉本和彰君）  

 町長 福原秀治君 

○町長（福原秀治君） 謙虚に受け止めるというのは、辞職勧告決議のことですか。それは議会

の過半数をもって、その議案といいますか、動議といいますか、可決されたわけでありますから、

当然謙虚に受け止めなくちゃいかんということだと思います。ただ自分の思いと同一であるかど

うか、これはまた別の問題ではないかというふうに考えます。 

○議長（杉本和彰君）  

 ３番 蒲池恭一君 

○３番（蒲池恭一君） 重みはですね、されたことの重みですよ。議員の半数がですね可決した

ということですからね、和水町の町議会が可決したんですよ、その重みはですね、町長が住民運

動をされている時からですね、公平公正に情報を開示しなさいと度々言われてこられましたよね。

違いますか。そうでしょ。そんな中でですね、Ｃ案も出さないライト設計も出さない、そういう

中で議会に認めてくれていうのが筋違いじゃないのかっていうような思いの中で、これも提案し

た一つの理由でもあります。よろしいでしょうか。御理解いただけますか。 

○議長（杉本和彰君）  

 町長 福原秀治君 

○町長（福原秀治君） 安心安全につきましては、申し上げておりますとおり、それまであった

データ、それからライト設計さんご自身といいますか、御自社といいますか、の中で安全面はこ

れでいけるということでいただいておりますんで、そういうふうに御理解をいただきたいと思い

ます。 

○議長（杉本和彰君）  

 ３番 蒲池恭一君 

○３番（蒲池恭一君） 我々もですね、町民の皆様方の代表者としてですね、発言をいただいて
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いるんですよ。そこでですね、採択をしたりする上で、どうしても呼んでいただきたいと言いよ

るわけです。それができないなら議会が承認はできないとと一緒じゃないですか。町長はですね

Ｃ案も出さない、ライト設計も出さない、呼ばれない、そういう中で議会の承認を得ようと思わ

れていること自体が、僕は違うんじゃないかと思うんですけれども、どうでしょうか。もう一度

お聞きしたいと思います。 

○議長（杉本和彰君）  

 町長 福原秀治君 

○町長（福原秀治君） これは平行線になりますけれども、ライト設計さんが御自分の責任ある

設計として、その後ですね、皆さんにお配りした文書も頂戴いたしましたけれども、責任を持っ

て設計をいただいたとそういうことでございます。それからＣ案につきましては、これはスケル

トン方式、スケルトン方式までやる必要がないと今中央小学校に関する限りですね、そういう見

解でもありましたので、それはもうスケルトンにすれば、それが最上であるというのはわかって

おります。ただ、必ずしも最上である安心安全が保てればですね、最上である必要があるかとい

う思いは持っております。 

○議長（杉本和彰君）  

 ３番 蒲池恭一君 

○３番（蒲池恭一君） ある部分では、21億認められないから今度６億9,000万円上げる、議会

の承認が得られないからと、ある部分では議会がこうやって提案しても、そういうことを開示し

ないと矛盾点がありすぎるんじゃないでしょうか。お答えください。 

○議長（杉本和彰君）  

 町長 福原秀治君 

○町長（福原秀治君） 一般質問が開始以来申し上げておりますけれども、まず統合のできる校

舎を造り上げさせてくれと、その後にもろもろの御意見等々承っていきたいとそういうことでご

ざいます。 

○議長（杉本和彰君）  

 ３番 蒲池恭一君 

○３番（蒲池恭一君） もろもろの提案についてはですね、年次計画に対してはですね、後から

また質問したいと思いますのでそこは省きますけれども、二元代表制の意味を理解されているか

お伺いしたいと思います。 

○議長（杉本和彰君）  

 町長 福原秀治君 

○町長（福原秀治君） 二元代表制の片一方の方が、ある意味では歯止めがきかないような状況

に陥いることを防ぐための、ある意味では双方のチェック機能だというふうに考えております。 

○議長（杉本和彰君）  

 ３番 蒲池恭一君 

○３番（蒲池恭一君） そういうふうに思われてるならですね、こういう文章は出ないと思いま
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すんでちょっとお知らせしたいと思います。 

元和水町学校統合推進委員会各委員様、菊水地区菊水区域学校統合事業の取り組み状況につい

てということで、報告をなされております。そんな中で建築工事及び小学校統合の遅れが懸念さ

れるところです。その前がですね、上程しましたが、議案の審議採決において修正動議があり、

菊水中央小学校の耐力度調査委託料の費用のみを予算化する修正案が可決されました。これによ

り、建築工事及び学校、小学校統合の遅れが懸念されるところであります。これ議会が悪いんで

すか、二元代表制の中で歯止めをきかせているんじゃないですか我々は、何かありましたらどう

ぞ。 

○議長（杉本和彰君）  

 町長 福原秀治君 

○町長（福原秀治君） そこの部分は、事実上否認されました。これは間違いない事実でござい

ますですね。遅れの懸念されるところでありますというのは、これは共通した思いではないかと

いうふうに思います。決して議会を非難しているということではなくて、手間暇かけて御検討い

ただきました。それがその時点では、まだ実を結んでいないということでございますので、そう

いう時の状況を御報告させていただきました。 

○議長（杉本和彰君）  

 ３番 蒲池恭一君 

○３番（蒲池恭一君） それであるならば町長は、統廃合推進委員会の答申の21億で進められる

べきではないでしょうか。違うんですか。 

○議長（杉本和彰君）  

 町長 福原秀治君 

○町長（福原秀治君） 21億は事実上の否決をされました。さらば一歩でも二歩でも進めるよう

なお願いをするというのも、致し方のないところかなというふうに考えるものでございます。 

○議長（杉本和彰君）  

 ３番 蒲池恭一君 

○３番（蒲池恭一君） 致し方がないということで、ちょっと方向性を変えてですね、公約の確

認にちょっといかせていただきたいと思いますけれども、先ほどですね、杉村議員の中でですね、

この選挙公約ですね、これはちょっと説明されましたので、問題点だけ指摘させていただきたい

と思いますけれども、これも町長がちゃんとした町民との皆さん方の公約であるということは間

違いないですよね。今でも一般質問の中で取り上げた中で、それは認められたと思いますので選

挙ビラです、はい。お答えください。間違えないかどうかです。 

○議長（杉本和彰君）  

 町長 福原秀治君 

○町長（福原秀治君） それを公約という部分について、内心じくじたところはありますけれど

も、それを否定するわけにはいかないというふうに思います。積極的に肯定は心情的にはできな

い部分がありますけれども、認める部分についてはこれまた先ほどと同じで致し方がないという
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ふうに考えております。 

○議長（杉本和彰君）  

 ３番 蒲池恭一君 

○３番（蒲池恭一君） 周りくどい言い訳はいいです。認めるんですか、認めないんですか。お

答えください。 

○議長（杉本和彰君）  

 町長 福原秀治君 

○町長（福原秀治君） 甘んじて受けるよりしょうがないと思います。 

○議長（杉本和彰君）  

 ３番 蒲池恭一君 

○３番（蒲池恭一君） しょうがないて言ったら、これを見て町民があなたに町長に入れられた

方は残念じゃないんですか。これを見て入れられた方もいらっしゃるんですよ。 

今のは、あまりにも失礼だと思います。もう１回答弁をお願いします。 

○議長（杉本和彰君）  

 町長 福原秀治君 

○町長（福原秀治君） 言葉としては適切ではございませんでした。お詫びして訂正いたします。

ただ甘んじて受け入れなければならないということだと思います。 

○議長（杉本和彰君）  

 ３番 蒲池恭一君 

○３番（蒲池恭一君） 甘んじても訂正してください。受け入れなくてはいけません。これは福

原町長が、これをしますと言ってから入れられた方がいっぱいおられます。これ、何でかわかり

ますか。選挙ビラの公報なんですよ。わかります、これに対してもう町長３万円大体２部の

5,000枚しかできないのが、３部出しておられるじゃないですか。それに対しての責任はどのよ

うに感じておられますか。 

○議長（杉本和彰君）  

 町長 福原秀治君 

○町長（福原秀治君） そこの部分について、つきましては私の目が届いてなかったということ

で、大変申し訳ないというふうに考えております。 

○議長（杉本和彰君）  

 ３番 蒲池恭一君 

○３番（蒲池恭一君） 責任はないんでしょうか。 

○議長（杉本和彰君）  

 町長 福原秀治君 

○町長（福原秀治君） 責任ということであれば、同等私どもの仲間スタッフでありますので、

責任は一体だと思います。 

○議長（杉本和彰君）  
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 ３番 蒲池恭一君 

○３番（蒲池恭一君） あなたの町長の責任じゃないですか。お答えください。 

○議長（杉本和彰君）  

 町長 福原秀治君 

○町長（福原秀治君） そこの部分は、見解のやや見解の違いかなというふうに思います。ただ、

責任ということについて回避するつもりはございません。 

○議長（杉本和彰君）  

 ３番 蒲池恭一君 

○３番（蒲池恭一君） 総務課長にお聞きします。ビラを配った場合誰が責任あるんですが。お

答えください。 

○議長（杉本和彰君）  

 総務課長 髙木洋一郎君 

○総務課長(髙木洋一郎君) ビラの頒布責任者という文言がございますけれども、大変判断が難

しいところでありまして、私どもで私が司法に携わっているわけではございませんので、答弁は

差し控えさせていただきたいと思います。 

○議長（杉本和彰君）  

 ３番 蒲池恭一君 

○３番（蒲池恭一君） 総務課長がわからないということであれば、時間もあれなんで言います

けれども、ちょっと公約の中でですね、述べさせていただきます。元気村に関してはさらに使途

不明金500万の問題も出てきて社長は辞任しています。町長、社長これまで元気村の経営に携わ

った者はだれ一人として責任を負ってません。に関しては間違いであったということは認められ

ましたよね。 

○議長（杉本和彰君）  

 町長 福原秀治君 

○町長（福原秀治君） そこのところについては、間違いだったというか確証がなくて書いて申

し訳ございませんとそういうふうにお答えしたかなというふうに記憶がありますけど違いますか。 

○議長（杉本和彰君）  

 ３番 蒲池恭一君 

○３番（蒲池恭一君） 確証がなくて、ではなくてですね、この500万に関してはですね、町の

ワンセグだから、社長は仮払いをしただけなんです、はっきり言えば。それが議会の中で問われ

て、嘘の答弁だったということだったわけです。ただ使途不明金ではないわけです、これは。こ

れはあたかも使途不明金の500万円の問題も出てきて、社長辞任してますって犯罪者扱いじゃな

いですかと言ったときに、町長は前回お詫びをされたじゃないですか。もう忘れたんですか、人

を犯罪者扱いしとって。お答えください。 

○議長（杉本和彰君）  

 町長 福原秀治君 
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○町長（福原秀治君） 申し訳ありません。はっきりと思い出しました。そのとおりでございま

す。 

○議長（杉本和彰君）  

 ３番 蒲池恭一君 

○３番（蒲池恭一君） そこのところはお詫びをされたんで、ただ忘れたことにですね、僕はち

ょっとこの方があまりにもかわいそうだと思って、ついついちょっとむきになりましたけれども、

ただこの社長は副町長もされまして、町のためにですね三加和の時も議長までされてそして副町

長もされて、町のために貢献された方をですね、こうやって犯罪者扱いをすることが、僕は許せ

ないという気持ちで述べさせていただいたことであります。あばかん家に関しても一般町民の温

泉は入れませんって、だけどこれを入れるようにしますとか、いうことも書かれてますよね。学

校建設に関してですね、今度の６億9,000万に対してですね、私は番城グラウンドで学校建設し

ないで、既存の小学校で行くんだということが、約束事に言われてますけれども、町長はですね、

この中で80年持たせるというようなことも訴えられてるんですよ。ですよね、はい、どうぞお答

えください。 

○議長（杉本和彰君）  

 町長 福原秀治君 

○町長（福原秀治君） 70年とか80年と書いてありますかね。そういうことでございます。 

○議長（杉本和彰君）  

 ３番 蒲池恭一君 

○３番（蒲池恭一君） また、北海道の黒松内小学校の事例を上げられて、町の支払いはこんな

に少しで済みますということで、一般財源が3,875万また事業債としてですね、全国防災事業債

とかですね、緊急防災事業債とか言われてますけれど、こういう事業債は多分ないと思うんです

けれども、あるんですかね。ちょっとお答え、学校教育課長よろしいでしょうか。ちょっとすみ

ません議長、質問者のところに載せてありませんけれども、議長の了解を得てですね、質問の答

えをいただきたいと思います。 

○議長（杉本和彰君）  

 学校教育課長 吉田 収君 

○学校教育課長(吉田 収君) ただ今の起債の件については、まだ詳細な部分については私も把

握しておりませんので、ここであるということはちょっと控えさせてもらいたいと思います。ち

ょっと確認をしてから、後で答弁をさせていただきたいと思います。 

○３番（蒲池恭一君） 議長、休憩願います。 

○議長（杉本和彰君） しばらく休憩します。 

 

休憩 午後３時34分 

再開 午後３時39分 
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○議長（杉本和彰君） 休憩前に引き続き会議を開きます。 

 総務課長 髙木洋一郎君 

○総務課長（髙木洋一郎君） 今、蒲池議員の質問の中で、チラシの記載内容の中で、全国防災

事業債、いわゆる全防債、それから緊急防災事業債、緊防債と言われるものですけれども、全国

防災事業につきまして、充当率100％、交付税措置が80％というふうになっております。これは

東日本大震災復興特別予算において新しく創設をされた起債事業であります。学校の耐震化等に

充当できるということにはなっておりますけれども、当該、和水町のものに可能かどうか今後打

ち合わせをしながら調整をしなければならないものかと思います。それから、緊急防災事業債、

緊防債と言われるものですけれども、全国防災事業債、全防債で対象外になった部分について充

当が可能性があるという起債でございまして、これも100％充当の交付税措置率が70でございま

す。これらの事業債については私ども頻繁に使う事業債でございませんので、その該当する起債

対象になるか否かも含めまして、検討しなければならない案件でございます。 

○議長（杉本和彰君）  

 ３番 蒲池恭一君 

○３番（蒲池恭一君） 今の総務課長の答弁をお聞きしますと、どちらにしてもどちらの一つは

使われないということですよね。ということでしょ。全国防災事業債を使ってそれがどちらかし

かでけんごたる言われ方です。ちょっと確認です。 

○議長（杉本和彰君）  

 総務課長 髙木洋一郎君 

○総務課長（髙木洋一郎君） 全防債といわれるものでそれに対象外の部分に当てること。いえ、

例えば、130億とします。30億は全防債とは、の対象にならない方に当てることも可能であると

いうふうにこの文章からは読むことができます。ただ、先ほども申し上げましたけれども、財政

当局とですね、県、国との財政当局との協議案件でもございますので、ここですぐ使えるという

ことは差し控えさせていただきたいと思います。ただ、そういう制度があるということを御紹介

しておきます。 

○議長（杉本和彰君）  

 ３番 蒲池恭一君 

○３番（蒲池恭一君） 町長、使えるんですか。お答えください。 

○議長（杉本和彰君）  

 町長 福原秀治君 

○町長（福原秀治君） これはここに文言も載っておりますけれども、インターネットに掲載し

たものをそのまま載せてるということであろうかと思います。 

○議長（杉本和彰君）  

 ３番 蒲池恭一君 

○３番（蒲池恭一君） この選挙公約、町民との約束ということはですね、ただインターネット

に載ってるものをただここに掲示をしたということ。町民の皆さん方がこれを見て、町の負担は
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これぐらいで済むんだなと思われた方はだまされたということで理解したいと思います。 

また、造成した広い土地は活用できます。確かにですね。だけど、そういう公約の中で、小学

校に関してはですね、これは中央小学校の同規模改修は一般財源ですね、1,200万ぐらいででき

ますよということをされてます。それにもですね、80年の耐用年数を見込んでおりますと、促し

ますということですので。そういうことでですね、公約のところはこれで一応確認したいと思い

ますけど、大丈夫ですかね。間違いないでしょうか。 

○議長（杉本和彰君）  

 町長 福原秀治君 

○町長（福原秀治君） 要するに、この公約に載ってるのは私、確認しますけれども、この選挙

ビラに載っているのは私のいわば公約であったということは間違いないかと、そういうお尋ねで

すね。はい。 

 ３番 蒲池恭一君 

○３番（蒲池恭一君） 確かに番城グラウンドはですね、も、問われたと思います。しかしです

ね、番城グラウンドも確かに、それが嫌だと言われた方が福原町長に入れられた方も大多数いら

っしゃるかもしれません。しかしですね、安くあげてこれを町民の皆さん方の福祉に当てますよ

と言う言葉にですね、町民の方々は僕はそっちの方で入れられたと思っております。そんな中で

ですね、今回ですね、町長は21億と、３月の定例会は上程されましたが、残念にも６億7,000万

という今回学校建設費を上程されております。私はですね、町長が21億でですね、町長すばらし

いなと実は思ったんですよ。公約は確かに５億でした。しかし、池田議員のですね、３月の一般

質問の中でですね、町長はこのように答えております。菊水地区の小中学校統廃合についてとい

うとこでございますけども。池田議員の御指摘、非常に共感を覚えるところでございます。私自

身もそういうふう、お訴えをして参りました。いざとなるとなかなか外からは見えなかった部分

というのが出てまいります。先ほど来、公約ということについての金銭的な公約というところに

ついて御質問を頂戴しておりますけども、なかなかままならないという部分でございます。あん

まり私が揺れ動きますと混乱を招くということになりますので、基軸は基軸としながら、節減に

努めてまいりたいと。私はですね、前回、英断をされませんですかと言った意味はですね、ここ

なんですよ。町長はですね、これで、私はこの前も言いましたけども、福原町長が、私は安くあ

げると思ったけどもできなかったと、しかし、子どもたちのためにはこの21億を、で造らんと学

校教育が、子どもたちの未来ある子どもたちのためにはこれは必要だと言われて、また町民の皆

さん方から信任されてきたら、僕はですね諸手を上げて、強化ガラスの8,000万でしたよね。そ

れまで認めるつもりでいました、はっきり言って。だから残念でならないんですよ。本当に。こ

れは間違いない事実でございます。そんな中でですね、なぜ今回、今でも、21億で、町民説明会

の中でも議会の中でも理解得なかったにもかかわらず、６億9,000万が承認されると思われてい

るのかいないのか。お伺いしたいと思います。 

○議長（杉本和彰君）  

 町長 福原秀治君 
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○町長（福原秀治君） これは本日ですか、他の議員さんの一般質問にもお答えしたかと思いま

すけども、21億、21億と公約の対比、これが非常に糾弾が厳しかったものですから。では、公約

に近い数字でなにしろ統合のできる校舎を造らせていただいて、それで申し上げておりますよう

に、お話し合い、それから御説明しながらですね、順次、優先順位をもって整備の補充をしてい

きたいと、そういうことでございます。 

○議長（杉本和彰君）  

 ３番 蒲池恭一君 

○３番（蒲池恭一君） 年次計画をしながら整備をしていきたいと。そうですね、初日、６月定

例会の初日の一般質問、昨日まではそんなことは言われなかったと思いますけども、執行部と、

執行部の中で教育委員会とですね、町長部局のですね、見解の相違があるなと思いながらですね、

そこをうまいこと今日はまとめてこられてるなと思いますけども。そんな中でですね、年次計画

という中でですよ、どういうことが年次計画の中にあげられるのか、室長、もう一回御答弁いた

だいてよかですか。プールにしろですね。その金額もよかったらお知らせいただきたいと思いま

す。 

○議長（杉本和彰君）  

 学校統合室長 樋口哲男君 

○学校統合室長（樋口哲男君） 年次計画ということでございますけど、実際現段階ではまだ今

の予算も通っておりませんので、何も計画的な部分をやってる部分ではございません。ただ、話

にもありましたプールとか共同調理場、そのへんについても、プールは51年ほど経って、経過し

てございますので、本年度も中央小においては補修関係をやっております。ただ、今後は補修だ

けでいくのか、改修をするのか、改築をするのかそのへんは近い将来当然考えなければなりませ

んので、他の施設も含めてですね、そのへんは計画を立ててする必要があるかと思っております。

事業費ですけど、このへんについても、いわゆる改修なのか、改築なのかで当然変わってきます

けど、そのへんも今後の検討かと思っております。以上です。 

○議長（杉本和彰君）  

 ３番 蒲池恭一君 

○３番（蒲池恭一君） Ｂ案、Ａ案、Ｂ案、改修計画案で６億9,100万というのは間違いないで

すよね。用地費と、造成工事費、設計監理費、建築工事費、５億7,000万まで入れて、トータル

の6,900万というのは間違いないですよね。よろしいですか。そんな中でですね、その時、年次

計画でするという時のその財源は何を充てるんですか。お聞かせください。 

○議長（杉本和彰君）  

 学校統合室長 樋口哲男君 

○学校統合室長（樋口哲男君） はい、お答えします。現在考えておるのがですね、今の段階で

ございますけど、基本的には、国庫補助金があると思います。基本はですね。それからいわゆる

起債、合併特例債を基本に過疎債、学校施設事業債、そのへんが基本になるかと思っています。 

○議長（杉本和彰君）  
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 ３番 蒲池恭一君 

○３番（蒲池恭一君） 合併特例債並びに過疎債は何年までかわかってますか。町長、お聞かせ

ください。 

○議長（杉本和彰君）  

 町長 福原秀治君 

○町長（福原秀治君） 32年までと受け止めております。 

○議長（杉本和彰君）  

 ３番 蒲池恭一君 

○３番（蒲池恭一君） ただ、ただ、町長の公約に合わせて、80年はもてないですね、はっきり

言って。もてないことをですよ、ただただつじつま合わせにされたとしか僕には思わないんです

けども、どうでしょうか。 

○議長（杉本和彰君）  

 町長 福原秀治君 

○町長（福原秀治君） 何回も申し上げますように、菊水中央小学校に統合して複式の解消を図

るというのが私の念願でございますので、それを認めていただけるような形、また変わった、ま

た変わったなのかもわかりませんけれども、ただ、認めていただかないことには一歩も前に進ま

ないものですから、ぜひ認めていただくと、いただきやすいという部分でお願いした部分はあり

ますけれども、ただこれで統合のできる校舎が用意できるということは間違いなく思っておりま

すので、どうかそのへんを御理解いただきたいと思います。 

○議長（杉本和彰君）  

 ３番 蒲池恭一君 

○３番（蒲池恭一君） 町長が住民運動をされなければ、僕からすると間違った住民運動をされ

なければ、間違いなく27年の４月には子どもたちは入ってました。その責任は感じられてますか

お聞かせください。 

○議長（杉本和彰君）  

 町長 福原秀治君 

○町長（福原秀治君） 大きな金額をかけて、教育は大切なんですけども、生産性のないとは言

いません、教育ですから、人材を育成するということは大きな生産性なんですけども、財政上で

生産性のない建物、いわゆる箱物にあまりの巨額をつぎ込むと、将来非常に財政を圧迫すること

になるというふうに考えて、これは考え直さなくちゃいかんというふうに考えておったわけでご

ざいます。 

○議長（杉本和彰君）  

 ３番 蒲池恭一君 

○３番（蒲池恭一君） そんな中でですね、町長は町長になられて21億を一回提示されたわけで

すね、その時は８億ですよ。そして番城グラウンドに今、今年度まで10億8,000万、そしてなお

かつ既存の小学校を使うことによって建設委託費用の１億3,600万は戻ってきません。それを考
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えたら、既存の小学校でした場合ほうが高くつくじゃないですか。町民負担は増えるんじゃない

でしょうか。違うんですか。 

○議長（杉本和彰君）  

 町長 福原秀治君 

○町長（福原秀治君） これも、再三再四申し上げておりますけども、校舎その他学校そのもの

の設備というのも教育の一環でございます。同時に申し上げておりますように、グラウンド、番

城グラウンド周辺をですね、別の意味での教育施設として、正式には教育施設とは言わないのか

もわかりませんけども、社会教育施設というのかもわかりませんけども、そういうことに活用さ

せていただく、無駄にならないように使わせていただきたい、そういうことでございます。 

○議長（杉本和彰君）  

 ３番 蒲池恭一君 

○３番（蒲池恭一君） 番城グラウンドをですね、有効活用したいと、その何を作って何を町民

のためになるのか、そしてそれが年間幾ら維持費がかかるのか、最初の投資額がいくらなのかそ

ういうこともお知らせいただきたいと思います。考えてらっしゃるんですか。お聞かせください。 

○議長（杉本和彰君）  

 町長 福原秀治君 

○町長（福原秀治君） 昨日の松村議員の時に申し上げました。町民グラウンド、グラウンド自

体はですね、非常に再開を待ち望んでおられる方がおります。ただ、道義的にですね、この小学

校の改修の問題が片付いてからということで、考えをいたしておったところでございます。した

がいまして、構想としては頭の中ではできて、ほぼできておりますけれども、まだじゃあそれを

見積りの段階でどうこうという段階ではございません。 

○議長（杉本和彰君）  

 ３番 蒲池恭一君 

○３番（蒲池恭一君） これはあくまでもですね、番城グラウンドの10億8,000万というのはで

すね、議会が認めてきたからなんですよ。町長を支援される議員の方々も認めてきたからでもあ

るんですよ。何名の方かは。その中でですね、それのことをしっかり議論をしないんですか。そ

れをしなくていいんですか。また、失礼をお聞きしたいと思いますけども、５億、６億9,000万

円に対して、年次計画が幾らかかるのかがわからないということで、我々議員が賛成せんといか

んとですか、これに。そう、あまりにもお粗末の上程じゃないんでしょうか。どちらでもいいで

すけど、お答えください。 

○議長（杉本和彰君）  

 町長 福原秀治君 

○町長（福原秀治君） そこの部分は、Ａ案、Ｂ案をお示しをいたしております。まずはＡ案に

近づける、補強、補修といいますかね、補足といいますかね。それで、足りないというようなこ

ともあるかもわかりませんけども、先ほどから申し上げておりますように、優先順位をつけて願

わくば、事業費が低減できるような形で進めさせていただきたいというふうに考えております。 
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○議長（杉本和彰君）  

 ３番 蒲池恭一君 

○３番（蒲池恭一君） そういうことを提案させる、さしていただくために、スケルトン工法ま

で提示していただくために950万でしたかね、臨時会で認めたんじゃないでしょうか。僕は、私

は。間違ってますかね。お答えください。 

 町長 福原秀治君 

○町長（福原秀治君） スケルトン方式につきましては、そこまで。 

○議長（杉本和彰君）  

 ３番 蒲池恭一君 

○３番（蒲池恭一君） ６億9,000万の中にもですね、それを年次計画でいくらかかりますよを

提示しなくては、認めるに認められないじゃないですか。そう思いません、議会人として。いく

らかかるかわかりません、しかし認めますよて、町長が言いましたけんて、そういう議会なんで

すか、我々は。今まで21億を議論してきて11億を、まあ21億でされましたんで、それを６億

9,000万と言われた時にまだ年次計画でいくらかかるかわかりませんというとをですよ、議会が

認められるんですか、実際言うて。どげん町長を支援されてる議員の方でもなかなか厳しいんじ

ゃないかなと僕は思うんですけども。どうぞ、お答えください。 

○議長（杉本和彰君）  

 町長 福原秀治君 

○町長（福原秀治君） 先程来、申し上げておりますように、３月議会の提案におきましては非

常に金額面のところで厳しい面がございました。今議会と３月議会とでは議論のトーンが少し違

っておるように思います。ですよね。ですからそういう意味では非常に事業の額というのに今回

は神経を使ったことは間違いありません。で、これで、統合をさせていただきたい、そういうこ

とでございます。 

○議長（杉本和彰君）  

 ３番 蒲池恭一君 

○３番（蒲池恭一君） また先ほどですね、杉本議員の一般質問の中でですね、６億、建設費、

建築工事費５億7,200万か、に関してですね、ライト設計を呼べないのかいう提案に、それも町

長は拒み続けておられます。それはなぜなのか、軽量鉄骨でされたことがどういうふうになるの

かと、議会人としてですね、しっかり確かめて、そして判断をしていきたいという思いをですね、

町長は踏みにじってるわけなんですよ。ということはですよ、議会の承認を得たいと思っていら

れないと、私は思います。どうでしょうか。 

○議長（杉本和彰君）  

 町長 福原秀治君 

○町長（福原秀治君） 軽量鉄骨の分につきましては、全員協議会等々で御説明を申し上げたと

ころでございます。ですから、少なくとも30年はもつと、いうことで御提示を申し上げておりま

す。 
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○議長（杉本和彰君）  

 ３番 蒲池恭一君 

○３番（蒲池恭一君） 町長、この前もですね、私は申しましたけれども、子どもたちのために

はやっぱり21億必要だという部分でですよ、また番城グラウンドはどういうふうにするというこ

とをしっかりお知らせしてですね、町民の皆さん方に理解していただいて、何を造ります、その

ためにはいくらぐらいかかります、そして年間維持管理費はいくらかかります、そういうことを

知っていただいて、そして信を問うとが一番いいんじゃなかろうかと思うんですけども。まだ決

断はできませんか。お答えください。 

○議長（杉本和彰君）  

 町長 福原秀治君 

○町長（福原秀治君） 町民の皆様の総合的な思い、その中には保護者もいらっしゃいます、Ｐ

ＴＡもいらっしゃいます、おじいちゃんおばあちゃんもいらっしゃいます。そういう思いを背負

って当選をさせていただきました。そういう思いがもう一つ。それから、もう一つはとにかく早

く統合をしなくちゃいかん、それがもう一つの、そっちのほうが強い思いでございます。どうか

御理解いただきますようにお願いいたします。 

○議長（杉本和彰君）  

 ３番 蒲池恭一君 

○３番（蒲池恭一君） 御理解できないから言ってるんですよ。それでもいくんですか。お答え

ください。 

○議長（杉本和彰君）  

 町長 福原秀治君 

○町長（福原秀治君） それでもお願いを申し上げたい、そういうことでございます。 

○議長（杉本和彰君）  

 ３番 蒲池恭一君 

○３番（蒲池恭一君） 町長は選挙で選ばれたにもかかわらず、選挙するのが怖いんですか。お

答えください。 

○議長（杉本和彰君）  

 町長 福原秀治君 

○町長（福原秀治君） 遅れる一方でございます。少しでも空白期間というのは避けたい、そう

いうことでございます。 

○議長（杉本和彰君）  

 ３番 蒲池恭一君 

○３番（蒲池恭一君） このままで、理解が得れるわけがないと思わないんですか。３月に僕が

この前一般質問の中で言うた時にしとけば、もうこの定例会で町長がここに来られたら、21億、

22億、認めたんですよ。強化ガラス8,000万ぐらいでしたかね。それをしたら22億ぐらいですよ

それを認めましたよ、はっきり言って。そしたらなんも子供たちに迷惑かからないじゃないです



 - 142 - 

か。あるのは町長が町長じゃない時に住民運動をされて、子供たちが迷惑したんじゃないんです

か。その責任はないんですか。お答えください。 

○議長（杉本和彰君）  

 町長 福原秀治君 

○町長（福原秀治君） 先ほど申しましたように、将来の財政的なこと、等々も含めて、そうい

う活動をいたしましたわけでございます。ですから、待たせておるということに対しては大変申

し訳ないと思いますけれども、将来の財政的なことを考えた場合には必ずしも現時点で間違って

いるというふうには考えてはおりません。 

○議長（杉本和彰君）  

 ３番 蒲池恭一君 

○３番（蒲池恭一君） 結果的にいくらになると思われるんですか。この６億9,100万を今度認

めたとしてですよ、この設計でいって、年次計画で、調理室をしていかなん、そしてプールを二

つせなん、そして配管工事もせなん、ずっと年次的に改修工事もしていかなんと、いくらかかる

と思われるんですか。 

○議長（杉本和彰君）  

 町長 福原秀治君 

○町長（福原秀治君） そのへんは様子を見ながらということになりますけれども、少なくとも

描いているのは、プールの部分、今おっしゃいましたプールの部分、それから、配管の部分等々

が考えられますので、そのへんが年次の計画というところではプラスになってこようかと思いま

す。 

○議長（杉本和彰君）  

 ３番 蒲池恭一君 

○３番（蒲池恭一君） 町長としてですよ、設計委託料の950万もしたにもかかわらず、そうい

うことも年次計画の中に入れられないで６億9,000万を今回上程されたわけですか。聞かせてく

ださい。 

 町長 福原秀治君 

○町長（福原秀治君） この６億9,000万の部分につきましては、いったん３月の時点でいわゆ

るＢ案というもので、Ａ案、Ｂ案というもので締めくくりがついております。したがいまして、

今回についてはとにかく統合のできる校舎でということで依頼をいたしました。年次計画につい

ては、別途これからよくよく検討いたしまして、また御説明、御理解をいただいて進めて、進め

させてもらいたいと、そういうふうに思うものでございます。 

○議長（杉本和彰君）  

 ３番 蒲池恭一君 

○３番（蒲池恭一君） 今の町長の答弁を聞きますとですね、とにかく統合だけして、あとはい

くらかかってもしょうがないと、それでも認めてくれと、議会の皆さん認めてくださいていうこ

とですね。何のために設計950万かけたんですか。こがんと認められるわけじゃないじゃないで
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すか。はっきり言って。わざと上程されてるんですか。お答えください。理解に苦しみます僕。

○議長（杉本和彰君）  

 町長 福原秀治君 

○町長（福原秀治君） わざと上程するようなことはとてもできないと思います。 

○議長（杉本和彰君）  

 ３番 蒲池恭一君 

○３番（蒲池恭一君） わざと上程してなくてもですよ、わざと上程したようになってるじゃな

いですか。結局６億9,000万て、年次計画でいくらかかるかわからん、５億かかるかわからん、

そして財源は何かわからない、32年で合併特例債も過疎債もなくなる恐れもある、そして和水町

は10年を迎えましたんで、今度合併算定の交付税措置も年々減らされていきます。そんな中でそ

ういうことも考えなくて、町長は上程される。それに関してですね、僕は不思議でなりません。

ただただですね、和水町のことを思いますと、子どもたちのことを思いますと、今まで町長がで

すね、住民運動をされた中でしっかりこういう姿勢を持ちながら、議会に対しても町長、町長部

局に対しても公平性を出すと言いながら、町長は一切出されてない、その矛盾点に対してですね、

不思議でなりません。そういう思いの中でですね、私の一般質問を、ただですね、町長に対して

は御無礼なことを、20歳も違う若造がですね、これだけは最後に申し上げまして、申し訳なかっ

たなと思います。ただ、町民を想う気持ちはですね、町長以上に僕は確かだと思ってます。そう

いう思いの中で一般質問をさせていただきました。どうも御静聴ありがとうございました。 

○議長（杉本和彰君）  

 町長 福原秀治君 

○町長（福原秀治君） 最後の答弁をさせていただきます。どこへ行きましても蒲池議員の顔は

見えます。そういう意味では真摯な活動をされておると、いうことは日頃から認識をいたしてお

ります。どうかよろしくお願いします。 

○議長（杉本和彰君） 以上で、蒲池議員の質問を終わります。 

以上で、本日の会議は全部終了しました。19日は午前10時から会議を開きます。 

本日はこれで散会します。 

御起立願います。 

お疲れさまでした。 

 

散会 午後４時12分 


